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荻
生
徂
徠
『
大
學
解
』
に
お
け
る
朱
子
學
批
判
に
つ
い
て

趙

要

旨
徂
徠
學
の
根
幹
は
「
古
文
辭
學
」
で
あ
る
。
荻
生
徂
徠
の
「
古
文
辭
學
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
作
業
は
主
に
二
つ
の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
る
。
一

つ
は
、「
道
」、「
仁
」、「
徳
」
な
ど
の
儒
學
基
礎
概
念
を
再
定
義
し
、「
徂
徠
學
」
の
骨
子
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
『
辨
名
』『
辨
道
』
で
あ
る
。
一
つ
は
江
戸
儒
學
の
權
威
で
あ
る
朱
子
學
の
「
四
書
」
を
注
釋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
朱
子
學
を
批
判
し
、

自
ら
の
徂
徠
學
の
「
正
し
さ
」
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
成
果
は
『
論
語
徴
』、『
中
庸
解
』、『
大
學
解
』、『
孟
子
識
』
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
徂
徠
の
四
書
注
釋
の
一
冊
、『
大
學
解
』に
お
い
て
、
反
朱
子
學
的
な
構
圖
を
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
を

證
し
て
み
た
。

證

の
結
果
、
徂
徠
の
『
大
學
解
』
で
は
「
古
文
辭
學
」
と
い
う
方
法
論
の
も
と
で
、
先
王
の
道
で
あ
る
「
禮

」
と
い
う
中
心
テ
ー
マ
を
も
っ
て
、

『
中
庸
解
』、『
論
語
徴
』と
連
動
し
、
獨
特
な
徂
徠
流
概
念
解
釋
で
朱
子
学
概
念
を
置
き
換
え
、
議
論
の
對
象
、
實
行
の
主
體
と
實
現
の
方
法
と
い

う
三
つ
の
論
點
で
朱
子
の
『
大
学
』
注
釋
を
批
判
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

荻
生
徂
徠（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）は『
詩
』、『
書
』、『
禮
』、『

』、『
易
』、

『
春
秋
』
と
い
っ
た
六
經
を
重
視
し
、「
古
文
辭
學
」
と
い
う
方
法
で
六
經
を
讀

み
、
い
わ
ゆ
る
「
古
學
」
を
探
求
す
る
江
戸
中
期
の
儒
學
者
、
政
治
學
者
で
あ

る
。
徂
徠
の
四
書
注
釋
に
お
い
て
の
「
古
文
辭
學
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
作
業

は
主
に
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
道
」、「
仁
」、「
徳
」な
ど
の
儒
學

基
礎
概
念
を
再
定
義
し
、「
徂
徠
學
」の
骨
子
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

成
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
『
辨
名
』『
辨
道
』
で
あ
る
。
一
つ
は
江
戸
儒
學

の
權
威
で
あ
る
朱
子
學
の
「
四
書
」
を
注
釋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
朱
子
學
を
批

判
し
、
自
ら
の
徂
徠
學
の
「
正
し
さ
」
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
成
果

は
『
論
語
徴
』、『
中
庸
解
』、『
大
學
解
』、『
孟
子
識
』（
未
完
成
）
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、『
論
語
徴
』
は
内
容
が
厖
大
な
『
論
語
』
の
注
釋
書
で
、
論
點
に
も
多

性
が
あ
る
た
め
、
朱
子
學
の
批
判
書
と
い
う
よ
り
も
『
辨
名
』『
辨
道
』
で
主
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張
さ
れ
た
諸
概
念
を
應
用
し
て
『
論
語
』
を
徂
徠
學
的
に
演
繹
す
る
書
物
と
い

え
る
。『
中
庸
解
』、『
大
學
解
』の
二
書
は
朱
子
學
の
理
氣
論
や
修
養
論
を
詳
し

く
論
評
す
る
書
物
で
、
朱
子
學
概
念
を
體
系
的
に
徂
徠
學
的
に
書
き
換
え
る
た

め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、『
大
學
解
』に
お
い

て
、
反
朱
子
學
的
な
構
圖
を
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
を

證
し
て

み
た
い
。一

、「
大
學
」
に
つ
い
て

朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
の
「
大
學
章
句
」
の
冒
頭
に
「
大
學
」
と

は
何
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
學
と
は
、
孔
氏
の
遺
書
に
し
て
、
初しよ
學がく
德
に
入
る
の
門
な
り
。（「
大
學
章

句
」一
）

つ
ま
り
、
朱
子
に
よ
れ
ば
、『
大
學
』と
い
う
書
物
は
孔
子
一
門
に
傳
え
ら
れ

た
書
物
で
、
初
學
者
が
徳
を
修
め
る
た
め
の
入
門
書
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い

て
、
荻
生
徂
徠
と
同
じ
く
「
古
學
」
を
提
唱
し
た
伊
藤
仁
齋
（
一
六
二
七
〜
一

七
〇
五
）
は
「
大
學
は
孔
子
の
遺
書
に
非
ず
」（『
大
學
定
本
』）
と
嚴
し
く
非
難

し
て
い
る
が
、
徂
徠
は
異
論
を
呈
し
て
い
な
い
。
徂
徠
は「
其
の
文
を
味
は
ひ
、

「
繫
辭
」
よ
り
も
質しつ
に
し
て
、「
中
庸
」
よ
り
も
純
な
り
、
孟
子
よ
り
し
て
下
の

能
く
辨
ず
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
是
れ
必
ず
七
十
子
の
高
第
弟
子
の
傳
ふ
る
所

な
り
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
中
に
「
曾
子
言
」
有
り
。
亦
た
必
ず
曾
子
の
徒
、

こ
れ
を
傳
ふ
」と
述
べ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
徂
徠
も
朱
子
同

、『
大
學
』

を
孔
子
の
教
え
を
傳
え
た
書
物
と
見
て
い
る
。
さ
ら
に
、
曾
子
の
弟
子
に
よ
っ

て
編
輯
さ
れ
た
書
物
と
い
う
可
能
性
が
高
い
と

言
し
て
い
る
。

『
大
學
』と
い
う
本
の
出
所
に
つ
い
て
徂
徠
と
朱
子
と
の
意
見
は
一
致
し
て
い

る
が
、
徂
徠
は
朱
子
が
書
い
た
補
傳
に
強
い
不
信
感
を
持
ち
、
古
本
大
學
を
定

本
と
し
て
い
る
。『
大
學
』の
内
容
に
つ
い
て
、
兩
者
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る

の
か
。
ま
ず
は
朱
子
の
解
釋
を
見
て
み
よ
う

大
學
と
は
、
大
人
の
學
な
り
。（「
大
學
章
句
」）

つ
ま
り
、「
大
學
」と
は
、
大
人
が
學
ぶ
も
の
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
、
朱
子

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
生
れ
て
八

な
れ
ば
、
則
ち
王
公
自
り
以
下
、
庶
人
の
子
弟
に
至
る
ま

で
、
皆
小
學
に
入
る
。
而
し
て
こ
れ
に
教
ふ
る
に
さい

掃そう
、
應
對
、
進
退
の

節
、
禮

、
射
御
、
書
數
の
文
を
以
て
す
。
其
の
十
有
五
年
に
及
べ
ば
、

則
ち
天
子
の
元
子
、
衆
子
自
り
、
以
て
公
、
卿
、
大
夫
、
元
士
の
適
子
と
、

凡ぼん
民みん
の
俊
秀
と
に
至
る
ま
で
、
皆
大
學
に
入
る
。
而
し
て
こ
れ
に
教
ふ
る

に
理
を
窮
め
、
心
を
正
し
く
し
、
己
を
修
め
、
人
を
治
む
る
の
道
を
以
て

す
。
此
れ
又
た
學
校
の
教
へ
、
大
小
の
節
の
分
か
る
る
所
以
な
り
。（「
大

學
章
句
」）

右
に
據
れ
ば
、
朱
子
の
い
う
「
大
學
」
は
「
小
學
」
と
相
對
し
て
い
う
概
念

で
あ
る
。
古
人
は
小
學
で
掃
除
や
、
人
と
の
應
對
、
起
居
の
決
ま
り
、
禮
儀
、

音

、
弓
射
、
馬
術
、
文
字
、
算
數
な
ど
具
體
的
な
も
の
を
學
ぶ
の
に
對
し
て
、

大
學
で
は
、
窮
理
、
終
身
、
治
人
の
道
を
學
ぶ
の
で
あ
る
。
學
校
の
教
科
は
小

學
と
大
學
と
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
學
と
は
、
天
子
諸
侯
の
都
、
人
に
教
ふ
る
の
宮
な
り
。（
中
略
）朱
熹
は

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
五
号
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大
小
學
を
以
て
義
と
爲
し
、
大
人
小
子
の
學
問
に
異
有
る
を
以
て
説
を
爲

す
。
大
い
に
然
ら
ざ
る
者
有
り
。
蓋
し
學
宮
に
大
小
有
る
を
聞
く
。
未
だ

學
問
の
道
に
大
小
有
る
を
聞
か
ず
。
古
の
所
謂
「
學
」
は
、
詩
書
六
藝
を

學
ぶ
の
み
。「
内
則
」（『
禮
記
』）を

る
に
、「
十
年
に
書
計
を
學
び
、
十

有
三
年
に

を
學
び
詩
を
誦
し
、
成
童
は
射
禦
を
學
び
。
二
十
に
始
め
て

禮
を
學
ぶ
」。『
論
語
』に
、「
藝
に
游
ぶ
」（
述
而
篇
）、「

に
成
る
」（
泰

伯
篇
）。
則
ち
六
藝
豈
に
小
學
の
專
事
す
る
所
な
ら
ん
や
。（『
大
學
解
』二
）

徂
徠
に
據
れ
ば
、
大
學
と
は
天
子
や
諸
侯
の
都
に
お
い
て
人
に
教
育
を
施
す

機
關
で
あ
る
。
朱
子
は
大
學
を
小
學
と
相
對
す
る
概
念
と
み
て
い
る
が
、
こ
れ

は
間
違
っ
て
い
る
。學
問
に
は
大
小
の
區
別
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。『
禮
記
』

や
『
論
語
』
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
の
「
學
」
と
は
も
と
も
と
詩
書
六
藝
を

學
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
子
供
が
禮
儀
、
音

、
弓
射
な
ど
所
謂
小
學
を
學
び
、
大

人
が
窮
理
、
終
身
、
治
人
の
道
な
ど
の
所
謂
大
學
を
學
ぶ
と
主
張
す
る
朱
子
の

注
釋
は
『
禮
記
』
や
『
論
語
』
に
反
し
て
い
る
と
い
う
。

徂
徠
は
更
に
『
禮
記
』
學
記
篇
に
見
え
る
「
家
に
塾
有
り
、
黨
に

有
り
、

術
に
序
有
り
、
國
に
學
有
り
」
と
、
王
制
篇
に
見
え
る
「
小
學
は
公
宮
の
南
の

左
に
在
り
、
大
學
は
郊
に
在
り
」
を
引
い
て
、
自
ら
の
論
説
に
裏
付
け
を
し
て

い
る
三

。
要
す
る
に
、
大
學
は
國
が
設
立
し
た
教
育
機
關
と
い
う
施
設
で
あ
り
、

朱
子
が
主
張
し
た
「
大
人
の
學
」
で
は
な
い
。

徂
徠
は
『
大
學
解
』
の
冒
頭
で
朱
子
の
「
大
學
」
に
關
す
る
解
釋
を
否
定
す

る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
に
意
味
を
持
つ
の
か
、
次
の
文
言
で
明
ら
か
に
な
る
。

何
ぞ
況
ん
や
本
篇
の
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
本
よ
り
議
論

の
言
と
爲
す
、
而
し
て
必
ず
も
皆
爲
學
の
方
に
非
ず
や
。（『
大
學
解
』）

徂
徠
は
「
格
物
」、「
致
知
」、「
誠
意
」、「
正
心
」、「
修
身
」
を
す
べ
て
「
議

論
の
言
」
と
み
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
議
論
の
言
」
は
徂
徠
の
持
論
で
あ
る
。

『
辨
道
』
に
「
六
經
は
そ
の
物
な
り
。『
禮
記
』『
論
語
』
は
そ
の
義
な
り
。
義
は

必
ず
こ
れ
物
に
屬
き
、
而
る
後
、
道
定
ま
る
。
乃
ち
そ
の
物
を

て
て
、
獨
り

そ
の
義
を
取
れ
ば
、
そ
の
氾
濫
自
肆
せ
ざ
る
者
は
希
に
幾ちか
し
」（『
辨
道
』
一
四

）

と
あ
る
よ
う
に
、
徂
徠
は
「
六
經
」
を
「
物
」
と
し
、『
禮
記
』（
即
ち
禮
記
の

一
篇
の
「
大
學
」、「
中
庸
」
を
含
む
）、『
論
語
』
を
「
義
」
と
し
て
、
概
念
に

つ
い
て
の
議
論
に
過
ぎ
な
い
と
み
て
い
る
。
徂
徠
は
漢
代
以
來
、「
文
章
、
大
い

に
變
ず
る
」
に
も
關
わ
ら
ず
、
そ
の
變
わ
っ
た
「
今
文
を
以
て
古
文
を
視
、
そ

の
物
に
昧
く
、
物
と
名
と
離
れ
、
而
る
後
義
理
孤
行
す
」（『
辨
道
』
一
）
と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
名
」（『
論
語
』『
禮
記
』
な
ど
に
議
論
さ
れ
た
概
念
）
と

「
物
」（「
六
經
」）と
が
乖
離
す
る
と
批
判
し
て
い
る
五

。
徂
徠
の
理
解
で
は
、「
六

經
」
が
「
物
」
で
あ
る
た
め
注
釋
自
體
は
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。『
論
語
』
や

『
禮
記
』を
讀
む
と
き
も
、古
文
本
來
の
意
味
で
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

徂
徠
は
『
大
學
』
を
注
釋
す
る
と
き
も
自
ら
提
唱
し
た
古
文
辭
學
で
讀
む
と
い

う
方
法
論
を
最
初
か
ら
重
ね
て
強
調
し
、「
義
」
の
書
の
一
角
で
あ
る
『
大
學
』

の
注
釋
を
通
じ
て
朱
子
學
の
間
違
い
を
よ
り
明
確
に
す
る
試
み
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
徂
徠
に
と
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
「
古
文
」
で
『
大
學
』
を
讀
む
必
要

が
あ
る
。
徂
徠
は
更
に
、『
大
學
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

養
老
、

射
の
禮
、
人
倫
を
明
か
に
す
る
所
以
な
り
。
古
の
教
な
り
。
後

世
の
如
く
、
一
に
義
理
を
講
じ
る
を
以
て
教
と
爲
す
に
非
ざ
る
な
り
。（
中

略
）
孟
子
曰
く
、「
堯
舜
の
道
、
孝
弟
の
み
」。（
中
略
）
故
に
大
學
の
教
へ

備
は
る
と
雖
も
、
亦
た
尚まさ
る
莫
し
。
故
に
此
の
篇
は
乞
言
合
語
の
記
と
爲

趙

荻
生
徂
徠
『
大
學
解
』
に
お
け
る
朱
子
學
批
判
に
つ
い
て

― ―63



す
。
專
ら
養
老
、
序

禮
の
義
を
言
ふ
。
猶
ほ
こ
れ
に
冠
、
昏
、
燕
、
聘
、

射
の
禮
に
其
の
義
有
る
が
ご
と
く
、
而
し
て
直
ち
に
其
の
義
を
釋
せ
ず

し
て
、
依
傍
し
て
以
て
こ
れ
を
言
ふ
者
も
、
亦
た
乞
言
合
語
の
禮
、
爾しか
り

と
爲
す
。
且
つ
其
の
旨
は
人
君
を
主
と
し
て
以
て
こ
れ
を
言
ふ
。
德
に
本

づ
く
。
古
の
教
は
爾しか
り
と
爲
す
。
朱
熹
辭
を
修
せ
ず
、
古
に
昧
く
、

ち

其
の
剏はじ
む
る
所
の
性
理
の
説
を
以
て
こ
れ
を
解
す
。
人
人
聖
人
と
爲
す
を

主
と
し
て
こ
れ
を
言
ふ
。
割かつ
裂れつ
し
、
補ほ
綴てい
し
、
古
文
を
紊

し
て
以
て
其

の
説
を
成
す
。
從
ふ
可
か
ら
ず
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、
古
代
か
ら
、
養
老
、

射
な
ど
の
諸
禮
は
社
會
倫
理
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
代
の
教
育
は
後
世
の
よ
う
に
義
理
を

講
ず
る
も
の
で
は
な
い
。『
孟
子
』告
子
下
に
見
え
る
よ
う
に
、
古
來
の
い
わ
ゆ

る
堯
舜
の
道
は
孝
悌
に
過
ぎ
な
い
。
大
學
で
の
教
育
に
お
い
て
は
こ
の
孝
悌
以

上
の
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
徂
徠
は
『
大
學
』
を
本
來
、
概
念
に
關
す
る

議
論
書
で
は
な
く
、
古
代
の「
乞
言
」（
君
主
が
教
え
を
請
う
た
め
に
賢
者
、
道

徳
者
を
養
う
）、「
合
語
」（
君
臣
父
子
な
ど
の
秩
序
に
合
致
す
る
）
六

な
ど
の
記

録
書
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
徂
徠
は
『
大
學
』
の
注
釋
と
『
禮
記
』
學
記
篇
、

文
王
世
子
篇
な
ど
と
結
び
付
き
、『
大
學
』
の
内
容
を
『
禮
記
』
に
求
め
る
こ
と

は
注
釋
の
一
大
特
徴
と
言
え
る
七

。
こ
の
論
理
で
ゆ
く
と
、
徂
徠
は
『
大
學
』
が

君
主
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
朱
子
の
指
摘
し
た
よ
う
な
萬
人

が
聖
人
に
な
る
た
め
の
修
養
法
を
記
し
た
書
物
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

徂
徠
は
次
の
よ
う
に
『
大
學
』
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

夫
れ
「
經
」「
傳
」
辭
異
な
る
。
故
に
孔
子
十
翼
を
作
り
、
猶
ほ
且
つ
こ
れ

を
「
傳
」
と
謂
ふ
。
辭
殊
な
る
な
り
。
後
人
は
孔
子
の
孝
を
言
ふ
者
を
輯あつ

め
て
「
經
」
と
爲
し
、『
論
語
』
を
「
經
」
と
爲
す
。
陋
な
る
や
。
故
に
『
大

學
』
の
書
と
爲
す
は
、「
記
」
な
り
。「
經
」
に
非
ざ
る
な
り
。「
傳
」
に
非

ざ
る
な
り
。（『
大
學
解
』）

徂
徠
の
理
解
で
は
、『
大
學
』は
勿
論
經
書
で
は
な
く
、
尚
且
つ
傳
書
で
も
な

い
。
忠
實
に
古
代
の
養
老
の
禮
を
記
録
す
る
記
録
書
の
「
記
」
で
あ
る
。
徂
徠

は
「
養
老
の
禮
」
を
記
録
す
る
一
篇
と
し
て
、『
大
學
』
を
「
學
記
」
な
ど
と
竝

べ
て
『
禮
記
』
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
徂

徠
の
經
書
注
釋
全
體
か
ら
見
れ
ば
、『
禮
記
』
が
「
物
」
で
あ
る
「
六
經
」
に
對

す
る
「
義
」
の
書
と
さ
れ
て
い
る
。
徂
徠
は
「
六
經
」
を
「

缺
」（『
辨
道
』

二
十
五
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
『
大
學
』
を
も
と
も
と
あ
っ
た
は
ず
の
「
物
」

に
基
づ
き
、「
義
」
の
書
と
す
れ
ば
、
徂
徠
の
注
釋
は
あ
く
ま
で
も
こ
の
「
義
」

の
書
で
あ
る
『
大
學
』
を
通
じ
て
、
本
來
あ
っ
た
「
物
」
に
迫
ろ
う
と
す
る
手

段
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。徂
徠
に
と
っ
て
、『
大
學
』注
釋
は
一
種
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
な
る
。
朱
子
や
伊
藤
仁
齋
の
よ
う
に
『
大
學
』
自
體
を
注
釋
す
る
こ
と
と

は
っ
き
り
異
な
る
意
圖
を
持
つ
こ
と
は
見
て
取
れ
る
。
こ
の
「
古
學
」
に
迫
る

方
法
論
は
根
源
的
に
反
朱
子
學
的
な
發
想
と
言
え
よ
う
。
次
は
朱
子
「
大
學
章

句
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
三
綱
領
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

二
、「
三
綱
領
」
に
つ
い
て

『
大
學
』
經
文
の
冒
頭
に
は
「
大
學
之
道
、
在
明
明
德
、
在
親
民
、
在
止
於
至

善
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鄭
玄
（
一
二
七
〜
二
〇
〇
）
は
「
大
學
と
は
、

其
の
博
く
學
ん
で
、
以
て
政
を
爲
む
べ
き
を
記
せ
る
を
以
て
な
り
。（
中
略
）學
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成
る
の
事
を
、
能
く
其
の
國
を
治
め
て
、
其
の
德
を
天
下
に
章
明
す
る
を
論
ず
」

（『『
禮
記
注
疏
』

六
〇
）
と
解
し
て
い
る
。
更
に
、
孔
穎
達
（
五
七
四
〜
六
四

八
）
は
「『
明
德
を
明
か
に
す
る
に
在
り
』
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
大
學
の
道
、

己
の
光
明
の
德
を
章
明
す
る
に
在
り
。
身
に
明
德
有
り
て
、
更
に
こ
れ
を
章
顯

す
る
を
謂
ふ
。
此
れ
は
其
の
一
な
り
。『
民
に
親
し
む
に
在
り
』と
は
、
言
ふ
こ

こ
ろ
は
大
學
の
道
、
民
を
親
愛
す
る
に
在
り
。
是
れ
其
の
二
な
り
。『
至
善
に
止

る
に
在
り
』
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
大
學
の
道
、
至
善
の
行
に
止
處
す
る
に
在

り
。
此
れ
其
の
三
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
大
學
の
道
、
此
の
三
事
に
在
り
」（『『
禮

記
注
疏
』

六
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
鄭
注
孔
疏
と
も
に
「
大
學
」
を
身
を
修

め
る
こ
と
か
ら
出
發
し
て
治
國
平
天
下
に
至
る
大
い
な
る
學
と
み
て
い
る
。
た

だ
、
孔
穎
達
が
「
明
明
德
」、「
親
民
」、「
止
於
至
善
」
三
者
を
竝
列
に
竝
び
、

大
學
の
道
を
達
成
す
る
三
事
と
す
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
古
注
で
は「
平
天
下
」

を
根
本
的
目
的
と
し
、
大
學
の
制
度
の
い
か
ん
は
必
ず
し
も
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
八

。
古
注
と
は
異
な
り
、
朱
子
は「
明
明
德
」、「
親

民
」、「
止
於
至
善
」
を
『
大
學
』
の
三
綱
領
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く

見
て
み
よ
う
。

一
）

明
明
德

「
明
明
德
」
に
つ
い
て
、
朱
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
と
は
、
こ
れ
を
明
か
に
す
る
な
り
。
明
德
と
は
、
人
の
天
に
得
る
所
に

し
て
、

靈
に
し
て
昧
か
ら
ず
、
以
て
衆
理
に
具
へ
て
萬
事
に
應
ず
る
者

な
り
。
但
だ
氣
稟
に
拘
れ
、
人
欲
に
蔽
は
る
る
所
と
爲
れ
ば
、
則
ち
時
と

し
て
昏
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
本
體
の
明
ら
か
な
る
こ
と
は
、
則
ち
未
だ

嘗
て
息やす
ま
ざ
る
者
有
り
。
故
に
學
者
は
當
に
其
の
發
す
る
所
に
因
り
て
遂

に
こ
れ
を
明
か
に
し
て
、以
て
其
の
初
に
復
る
べ
き
な
り
。（「
大
學
章
句
」）

古
注
で
は
、「
明
德
」
を
「
至
徳
」
や
「
光
明
の
徳
」
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
の

に
對
し
、
朱
注
で
は
、「
明
德
」
を
「
本
體
の
明
」
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
朱
子
の
「
心
性
論
」
が
『
大
學
』
に
お
け
る
展
開
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
子
學

の
心
性
論
で
は
、
人
の
性
は
「
本
然
の
性
」
と
「
氣
質
の
性
」
と
分
け
ら
れ
て

い
る
。「
本
然
の
性
」
は
「
理
」
そ
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
性
」
は
人
々

が
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
萬
物
を
構
成
す
る
要

素
で
あ
る
「
氣
」
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
、
完
全
な
善
を
發
揮
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
が
「
氣
質
の
性
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
「
性
」
概
念
を
使
っ
て
、

の
起
源
や
人
に
聖
人
、
君
子
、
凡
人
、

人
と
い
っ
た
多

性
が
生
ま
れ
る

と
朱
子
は
説
明
し
て
い
る
。
朱
子
學
の
修
養
法
は
「
氣
質
の
性
」
を
「
本
然
の

性
」
と
い
う
本
來
あ
る
べ
き
「
性
」
へ
と

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
「
復
初
」
と
い
う
。
換
言
す
る
と
、「
氣
」
に
よ
り
淀
ん
だ
「
性
」

を
純
化
す
る
こ
と
で
聖
人
の
領
域
に
至
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
大
學
』に

お
い
て
見
れ
ば
、
こ
の
「
明
徳
」
は
ま
さ
に
天
か
ら
授
か
っ
た
曇
ら
さ
れ
て
い

な
い
「
本
然
の
性
」
の
反
映
で
あ
る
。
修
養
工
夫
を
通
じ
て
、
氣
稟
に
と
ら
わ

れ
、
人
欲
に
蔽
わ
れ
た
「
明
徳
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
「
復
初
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
れ
は
天
子
諸
侯
、
學
宮
を
建
て
て
養
老
等
の
禮
を
其
の
中
に
行
ひ
て
人

に
教
ふ
る
所
以
は
、
其
の
意
、
德
に
務
む
に
在
る
を
言
ふ
。
こ
れ
を
道
と

謂
ふ
は
、
是
れ
禮
即
ち
先
王
の
道
な
り
。
明
德
は
猶
ほ
顯
德
の
ご
と
く
、

玄
德
に
對
し
て
こ
れ
を
言
ふ
。
舜
の
下
に
在
る
に
方あた
り
て
は
、
一

の
士
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な
り
。
聖
德
有
る
と
雖
も
、
民
こ
れ
を
識
る
を
得
る
莫
し
。
故
に
『
書
』

に
こ
れ
を
玄
德
と
謂
ふ
。
幽
闇
の
辭
な
り
。
君
上
の
德
、
崇
高
の
位
、
民

倶
に

る
所
な
り
。
一
言
を
出
で
、
一
事
を
行
ひ
、
顯
然
と
し
て
天
下
皆

知
る
。

蔽
す
可
き
こ
と
難
し
、
故
に
こ
れ
を
明
德
と
謂
ふ
。
諸
を『
詩
』

『
書
』『
左
傳
』
に

す
る
に
、
皆
爾しか
り
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、「
明
徳
」
は
朱
子
の
い
う
「
本
體
の
明
」
で
も
な
く
、
古
注
の

い
う
「
至
徳
」「
光
明
の
徳
」
で
も
な
い
。「
明
徳
」
と
は
政
治
的
社
會
的
地
位

の
上
位
者
の
徳
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
證
據
と
し
て
、
徂
徠
が
舜
の
事
例
を

げ
て
い
る
。
舜
の
よ
う
に
至
徳
の
持
ち
主
さ
え
も
、
嘗
て
は
「
一

の
士
」
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
明
徳
」
に
對
し
て
、『
書
』
に
は
「
玄
徳
」
と

え
ら
れ
て
い
る
。「
明
徳
」
と
は
「
顯
德
」
の
こ
と
で
あ
る
。
上
に
立
つ
人
の

一
言
一
事
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
言
動
は
民
衆
に
見
ら
れ
て

す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
は
『
詩
』『
書
』『
左
傳
』
な
ど
の
古

書
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
明
徳
」
の
「
内
在
性
」
を
否
定

し
た
上
で
、
徂
徠
は
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

朱
熹
の
「

靈
不
昧
」
は
、
無
稽
の
言
な
り
。（
中
略
）「
明
之
」
と
は
、

諸
事
を
施
行
し
て
以
て
民
に
明
示
す
る
の
謂
ひ
な
り
。
古
書
に
「
明
」
の

字
は
皆
爾
り
。
朱
熹
の
解
、
磨
き
て
こ
れ
を
明
か
に
す
る
の
謂
ひ
、
古
者

に
是
の
義
有
る
莫
し
。
而
し
て
程
頤
の
天
理
人
欲
の
説
自
り
出
づ
れ
ば
、

乃
ち
佛
氏
眞
如
無
明
の
説
な
る
の
み
。
然
れ
ど
も
佛
氏
は
智
を
以
て
德
の

至
と
爲
せ
ば
、
則
ち
其
の
義
通
ず
可
し
。
程
朱
學
に
は
必
ず
知
行
を
兼
ね
、

德
に
は
必
ず
知
仁
を
具
へ
ば
、
則
ち
其
の
義
、
終
に
成
ら
ず
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、「
明
」と
は
君
主
が
行
事
を
行
い
、
民
衆
に
明
示
す
る
こ
と
で

あ
る
。
朱
子
の
い
う
修
養
工
夫
を
重
ね
て
、
内
在
性
を
磨
き
、
最
初
の
状
態
に

復
す
と
い
う
こ
と
は
佛
教
の
影
響
を
受
け
た
程
頤
の
「
天
理
人
欲
」
に
基
づ
い

た
説
で
あ
り
、
本
來
の
意
味
で
は
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
徂
徠
は
「
内
面
」

を
磨
く
こ
と
で
は
な
く
、「
行
事
」を
外
面
に
明
示
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
が
明
示
す
る
の
は
「
養
老
の
禮
」
で
あ
る
。
徂
徠
は
『
大
學
解
』
で
『
禮

記
』
文
王
世
子
や
祭
義
な
ど
諸
篇
の
内
容
を
引
い
て
、「
養
老
の
禮
」
を
民
衆
に

明
示
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
を
力
説
し
て
い
る
九

。
目
的
は
次
の
言
葉
で

明
ら
か
に
さ
れ
る
。

故
に
人
君
躬みずから
老
を
養
ひ
學
に
し

す
れ
ば
、
則
ち
民
曉
然
と
し
て
以
て
吾

が
君
の
德
、
孝
弟
爲
る
を
知
る
な
り
。
君
子
の
德
は
風
、
小
人
の
德
は
草
、

草
の
上
の
風
、
安
ん
ぞ
能
く
靡
然
と
し
て
以
て
化
せ
ざ
ら
ん
や
。
是
れ
人

君
の
躬
ら
の
教
へ
な
り
。
此
れ
は
こ
れ
を
「
明
明
德
」
と
謂
ふ
。（『
大
學

解
』）

徂
徠
の
理
解
で
は
、
君
主
自
ら
行
事
（
こ
こ
で
は
養
老
の
禮
を
主
と
す
る
）

を
行
い
、
民
衆
に
明
示
す
る
こ
と
で
民
衆
を
教
化
で
き
る
。
徂
徠
は
こ
こ
で
君

主
の
徳
を
「
風
」、
民
衆
の
徳
を
「
草
」
と
譬
え
、
草
は
風
に
吹
か
れ
る
と
風
と

同
じ
方
向
に
傾
く
と
説
明
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
内
面
性
を
磨
く
こ
と
な
く
、

外
因
で
教
化
さ
れ
る
と
い
う
發
想
は
徂
徠
學
で
貫
か
れ
て
い
る
。
徂
徠
は
特
に

「
風
習
」
の
力
を
強
調
し
、『
中
庸
解
』
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
誠
な
る
者
は
天
の
道
な
り
」と
。
力
行
の
久
く
し
て
、
習
ひ
て
以
て
性
と

成
れ
ば
、
則
ち
其
の
初
め
に
誠
心
無
き
者
も
、
今
皆
誠
心
有
り
。
是
れ
人

力
の
爲
す
所
、
教
の
至
る
所
な
り
。（『
中
庸
解
』一
〇

）

つ
ま
り
、
一
般
民
衆
が
外
因
（
風
習
）
で
教
化
さ
れ
る
の
は
教
え
の
至
る
と
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こ
ろ
と
徂
徠
は
認
識
し
て
い
る
。
徂
徠
に
言
わ
せ
れ
ば
、『
禮
記
』
學
記
に
「
民

を
化
し
、
俗
を
易
ふ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
大
學
は
そ
も
そ
も
先
王
が
民
衆
教

化
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、「
養
老
の
禮
」は
社
會
的
階
級
秩

序
と
は
關
係
な
く
、
だ
れ
も
が
實
行
で
き
る
特
殊
な
徳
で
あ
る
た
め
、
王
は
自

ら
「
養
老
の
禮
」
を
行
っ
て
民
に
明
示
す
る
。
徂
徠
は
「
唯
大
學
の
禮
、
人
君

世
子
の
尊
を
以
て
、
國
人
と
こ
れ
を
行
ふ
。
そ
の
禮
、
爵
を
以
て
せ
ず
し
て

を
以
て
す
。
郷
人
の
子
弟
の
ご
と
き
も
然
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
徂
徠
は
『
中

庸
解
』
で
君
主
の
「
徳
」
と
民
衆
の
「
徳
」
を
差
別
化
し
、「
中
庸
」
を
「
德
の

甚
し
き
高
か
ら
ず
し
て
易
く
行
ふ
者
を
謂
ふ
。

ち
孝
弟
忠
信
の
類
な
り
」
と

述
べ
、
孝
悌
が
君
子
（
上
に
立
つ
人
）
と
小
人
（
下
に
あ
る
人
）
と
唯
一
共
同

で
行
え
る
徳
と
し
て
い
る
。
こ
れ
と
呼
應
す
る
よ
う
に
、『
大
學
解
』の「
明
徳
」

も
孝
悌
を
示
す
「
養
老
の
禮
」
と
解
釋
し
、「
明
明
徳
」
を
「
養
老
の
禮
」
を
民

衆
に
明
示
す
る
た
め
に
、
君
主
が
自
ら
行
う
も
の
と
解
釋
し
て
い
る
。

二
）

親
民

次
は
「
親
民
」
の
解
釋
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
朱
注
を
見
て
お
こ
う
。

新
と
は
、
其
の
舊
を
革あらたむ
る
の
謂
ひ
な
り
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
既
に
自
ら
其

の
明
德
を
明
か
に
し
て
、
又
た
當
に
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
し
て
、
之
を

し
て
亦
た
以
て
其
の
舊
染
の

を
去
る
こ
と
有
ら
し
む
べ
き
な
り
。（「
大

學
章
句
」）

程
伊
川
は
「
親
」
を
「
新
」
と
讀
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
『
孟
子
』

文
公
上

に
見
え
る
「
子
こ
れ
を
力
行
せ
ば
、
亦
た
以
て
子
の
國
を
新
に
せ
ん
」
か
ら
由

來
す
る
と
さ
れ
て
い
る
一
一

。
朱
子
は
程
伊
川
の
注
釋
に
從
っ
て
、「
新
」
を
「
舊

を
革
む
る
」
の
意
と
し
、「
明
徳
」
の
段
階
を
終
え
、
既
に
「
復
初
」
に
成
功
す

れ
ば
、
更
に
こ
れ
を
推
し
進
め
て
、
人
を
新
た
に
す
る
こ
と
に
進
む
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。「
修
己
」
か
ら
「
治
人
」
へ
の
さ
ら
な
る
展
開
で
あ
る
。
こ
れ

に
對
し
て
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
と
は
、
國
人
な
り
。
朱
熹
は
家
、
國
、
天
下
を
以
て
總

す
。
非
な
り
。

夫
れ
家
に
嚴
君
有
る
は
、
父
母
の
謂
ひ
な
り
。
安
ぞ
民
を
以
て
こ
れ
を
視

る
を
得
ん
や
。（
中
略
）「
親
之
」
と
は
、
親
愛
し
て
こ
れ
に
近
づ
く
。
其

を
し
て
自
ら
相
ひ
親
睦
し
、
亦
た
以
て
其
の
上
を
親
し
ま
し
む
る
な
り
。

（
中
略
）故
に
大
學
の
禮
、國
人
の
賤
し
き
者
に
し
て
人
君
こ
れ
に
父
事
し
、

世
子
こ
れ
と

す
、
是
れ
こ
れ
に
親
近
し
て
敢
へ
て
こ
れ
を
遠
ざ
け
ず
。

又
た
從
り
て
こ
れ
に
孝
養
す
、
親
愛
の
至
り
な
り
。
夫
れ
然
る
後
、
國
人

こ
れ
に
化
し
て
、
孝
弟
敬
讓
、
下
に
行
は
る
。
百
姓
親
睦
し
、
亦
た
其
の

上
に
親
し
む
こ
と
父
母
の
如
し
。
此
れ
を
こ
れ
「
親
民
」
と
謂
ふ
。（『
大

學
解
』）

徂
徠
は
ま
ず
「
民
」
を
「
國
人
」
の
こ
と
と
限
定
し
、
朱
子
の
「
家
、
國
、

天
下
」
を
否
定
し
て
い
る
。
更
に
、「
親
」
を
「
親
愛
」
と
解
釋
し
、「
親
民
」

を
「
國
人
を
親
愛
す
る
」
と
し
て
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
徂
徠
の
「
親
民
」

は
君
主
が
「
國
人
の
賤
し
き
者
」
に
仕
え
る
「
養
老
の
禮
」
を
通
じ
て
、
民
衆

を
感
化
し
、「
其
の
上
に
親
し
む
こ
と
父
母
の
如
し
」と
い
う
理
想
状
態
に
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
君
主
の
「
親
民
」
は
自
ら
が
道
徳
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
國
民
に
發
信
し
、
統
治
の
た
め
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
と
い
う
一
二

。
朱
子

の
よ
う
に
自
ら
の
内
在
性
を
磨
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
徂
徠

の
『
太
平
策
』
に
見
え
る
よ
う
に
「
人
君
タ
ル
ハ
、
タ
ト
ヒ
道
理
ニ
ハ
ヅ
レ
、
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人
ニ
笑
ハ
ル
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
ト
モ
、
民
ヲ
安
ン
ズ
ベ
キ
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
イ
カ
ヤ

ウ
ノ
コ
ト
ニ
モ
行
ハ
ン
ト
思
フ
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
君
に
求

め
る
の
は
「
民
を
安
ん
ず
る
」
こ
と
の
み
で
あ
る
。
國
民
の
安
定
な
生
活
を
保

障
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
手
段
を
選
ば
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
。
徂
徠
は
「
祭

義
」「
王
制
」
二
篇
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
朱
子
を
批
判
し
て
い
る
。

殊
に
知
ら
ず
、「
新
民
」
は
、
革
命
の
辭
な
り
。
而
し
て
『
大
學
』
は
、
守

成
の
君
の
奉
ず
る
所
な
り
。
豈
に
是
の
言
有
ら
ん
や
。
從
ふ
可
か
ら
ず
。

（『
大
學
解
』）

徂
徠
學
で
は
嚴
密
に
先
王
と
後
王
を
區
別
し
て
い
る
。徂
徠
に
言
わ
せ
れ
ば
、

聖
人
と
は
道
徳
の
高
い
者
の
こ
と
で
も
、
孔
子
の
こ
と
で
も
な
い
。
聖
人
と
は

「
先
王
」、
即
ち
古
代
の
諸
制
度
を
策
定
す
る
帝
王
の
こ
と
で
あ
る
一
三

。
徂
徠
の

『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
に
は
「
帝

以
前
は
徳
を
以
て
天
下
を
治
玉たま
へ
り
」
と
い

う
。
帝

は
堯
舜
よ
り
も
前
の
天
子
で
あ
っ
て
、
禮
や
法
（
徂
徠
は
こ
れ
を
道

と
呼
ぶ
）
の
よ
う
な
客

性
の
あ
る
制
度
に
よ
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
徳

を
天
下
に
及
ぼ
す
こ
と
で
天
下
を
治
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、

帝

に
續
く
堯
や
舜
も
有
徳
の
天
子
で
あ
る
の
で
、「
徳
を
以
て
天
下
を
治
め
玉

は
ん
に
は
、
道
の
建
立
に
は
及
ば
ざ
る
事
」
で
あ
っ
た
が
、
有
徳
の
名
君
が
い

つ
の
世
に
も
あ
る
と
い
う
保
證
が
な
い
こ
と
を
慮
り
、「
聖
賢
無
き
世
に
て
も
、

こ
の
道
傳
は
る
時
は
聖
賢
在
世
の
ご
と
く
天
下
國
家
平
治
な
す
べ
き
工
夫
ま
し

〳
〵
て
、
建
立
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
「
禹
、
湯
、
文
、
武
、
周
公
相

て
修
補
ま
し
〳
〵
た
」一
四

。
そ
れ
が
現
在
に
至
る
「
先
王
の
道
」
と
い
う
。
後
世

の
帝
王
は
先
王
が
策
定
し
た
諸
制
度
に
損
益
す
る
こ
と
だ
け
な
の
で
、「
道
」の

創
立
者
で
は
な
く
、「
後
王
」で
あ
る
と
い
う
一
五

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朱
子
は

「
親
民
」
を
「
新
民
」
と
解
釋
し
、「
革
命
」
の
意
味
が
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
徂
徠
は
意
識
し
て
い
る
。
儒
學
を
「
民
を
安
ん
ず
る
」
た
め
の
學
問

と
み
て
、
一
種
の
統
治
學
と
も
い
え
る
徂
徠
學
で
は
こ
の
不
安
定
要
素
を
見
過

ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
徂
徠
の
注
釋
は
あ
く
ま
で
も
既
存
の
社
會
シ
ス
テ

ム
の
中
で
諸
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
安
定
な
政
權
運
營
を
求
め

て
い
る
。

三
）

止
於
至
善

次
は
三
綱
領
三
つ
目
の
「
止
於
至
善
」
の
解
釋
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
朱
注

を
見
て
お
こ
う
。

止
と
は
、
必
ず
是
に
至
り
て
遷
ら
ざ
る
の
意
。
至
善
と
は
、
則
と
事
理
當

然
の
極
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
明
德
を
明
か
に
し
、
民
を
新
た
に
す
る
こ

と
、
皆
當
に
至
善
の
地
に
至
り
て
遷
ら
ざ
る
べ
し
。
蓋
し
必
ず
其
の
以
て

夫
の
天
理
の
極
を
盡
す
こ
と
有
り
て
、一
毫
も
人
欲
の
私
無
き
な
り
。（「
大

學
章
句
」）

朱
子
は
「
止
」
を
「
必
ず
こ
こ
に
至
り
て
遷
ら
ざ
る
」
と
解
し
、「
至
善
」
を

「
事
理
當
然
の
極
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
朱
子
は
「
親
民
」「
止
於
至
善
」
を
「
明

徳
」
と
連
動
し
、
朱
子
學
の
心
性
論
の
範
疇
で
「
修
徳
」
が
す
べ
て
の
基
礎
と

唱
え
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
伊
藤
仁
齋
は
「
親
」
を
「
新
」
に
改
め
る
こ

と
に
は

成
し
な
が
ら
も
、「
止
於
至
善
」
を
「
明
徳
」「
親
民
」
の
目
標
と
し
、

『
大
學
』
の
内
容
を
「
止
於
至
善
」
に

一
さ
せ
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
こ

れ
を
理
由
に
八
條
目
を
一
切
認
め
な
い
と
い
う
。
こ
の
朱
子
と
仁
齋
の
解
釋
を

念
頭
に
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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止
と
は
、
居
な
り
。
身
を
以
て
是
に
處
る
な
り
。
又
た
是
に
止
ま
り
て
復

た
他
求
せ
ざ
る
の
意
有
る
な
り
。
至
善
と
は
、
夫
れ
古
聖
人
の
道
を

嘆

す
る
の
辭
な
り
。（
中
略
）蓋
し
古
聖
人
の
道
、
衆
善
の
會あつ
ま
り
、
粹
美
の

極
ま
り
、
天
下
の
善
を

げ
る
も
、
以
て
尚まさ
る
莫
し
。
故
に

代
聖
王
必

ず
學
宮
を
建
て
て
以
て
こ
れ
を
奉
ず
。
尊
崇
の
至
る
は
、
こ
れ
を
上
帝
宗

廟
と
比
ぶ
者
、
是
く
の
若
し
。
故
に
孔
子
の
聖
た
る
と
雖
も
、
亦
た
必
ず

好
古
好
學
を
以
て
自
ら
道
ふ
は
、
豈
に
謙
へりくだら

ん
や
。
其
の
至
善
が
故
と
爲

す
な
り
。（『
大
學
解
』）

徂
徠
は
ま
ず
「
止
」
を
「
居
る
」
と
解
し
て
、
朱
子
の
内
面
性
に
關
す
る
議

論
を
物
理
世
界
に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
至
善
」
を
「
古
聖
人

の
道
」
と
解
し
、「
至
善
」
の
概
念
を
朱
子
の
い
う
「
事
理
當
然
の
極
」
と
い
う

抽
象
概
念
か
ら
徂
徠
の
い
う
「
物
」
に
變
え
て
い
る
。
徂
徠
學
で
は
、
古
聖
人

の
道
、
即
ち
先
王
の
道
は
「
物
」
で
あ
り
、「
六
經
」
に
示
さ
れ
た
「
禮

刑
政
」

で
あ
る
。「
禮

刑
政
」
は
既
存
の
「
物
」
な
の
で
、
理
を
窮
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、「
物
」を
學
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
る
も

の
で
あ
る
。「
至
善
」は
抽
象
的
か
つ
理
想
的
の
精
神
状
態
で
は
な
く
、嘗
て
あ
っ

た
古
代
世
界
の
「
實
物
」
で
あ
る
。
こ
の
論
理
で
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。然

れ
ど
も
三
代
革
命
し
、
損
益
し
、
尚
ぶ
こ
と
異
な
る
。
古
聖
人
の
制
な

る
と
雖
も
、
亦
た
遵したがは
ざ
る
所
有
り
。
故
に
古
聖
人
こ
れ
を
行
ひ
て
、
我

が
先
王
こ
れ
を
行
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
民
に
こ
れ
に
惑
ふ
こ
と
有
り
。
先
王

こ
れ
を
行
ひ
て
、
今
王
こ
れ
を
行
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
民
に
亦
た
こ
れ
に
惑

ふ
こ
と
有
り
。
今
は
人
君
世
子
の
尊
を
以
て
し
て
、
躬
ら
國
人
の
賤
し
き

者
に
事
ひ
、
以
て
古
聖
人
の
禮
を
行
ひ
、
こ
れ
を
處
す
る
こ
と
疑
は
ず
。

故
に
聖
人
の
道
の
藏
す
る
所
に
し
て
、
遵
從
の
至
る
は
、
こ
れ
を
郊
廟
と

比
ぶ
な
り
。
則
ち
民
曉
然
と
し
て
以
て
孝
弟
の
德
は
天
下
至
善
と
爲
す
を

知
り
て
、
復
た
他
求
せ
ず
。
是
れ
其
の
教
の
化
す
る
は
、
安
ぞ
能
く
流
せ

ん
や
。
此
れ
を
こ
れ
「
止
於
至
善
」
と
謂
ふ
。（『
大
學
解
』）

徂
徠
に
據
れ
ば
、
古
聖
人
が
策
定
し
た
諸
制
度
も
夏
商
周
三
代
の
革
命
に

よ
っ
て
損
益
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
人
君
は
自
ら
國
民
に
仕
い
、
養
老
の
禮
を

實
行
す
る
。
こ
れ
は
孝
悌
が
至
善
で
あ
る
こ
と
を
國
民
に
示
す
た
め
で
あ
る
。

人
君
の
行
動
に
よ
っ
て
國
民
は
感
化
さ
れ
、
孝
悌
以
上
の
も
の
は
な
い
と
思
い

知
ら
さ
れ
る
。
徂
徠
は
「
聖
人
の
道
」
を
「
天
下
を
安
ん
ず
る
」（『
辨
道
』）
の

道
と
し
、「
聖
人
ノ
道
ヲ
大
道
術
ト
申
候
。
國
家
ヲ
治
候
モ
、
直
ニ
善

邪
正
ヲ

正
シ
、
見
エ
ワ
タ
リ
ス
ル
上
ニ
テ
サ
ツ
バ
リ
ト
仕
候
事
ニ
テ
ハ
無
御
座
候
。
俗

人
ノ
思
ヒ
カ
ケ
ヌ
所
ヨ
リ
仕
カ
ケ
ヲ
致
シ
候
テ
、
覺
エ
ズ
知
ラ
ズ
自
然
ト
直
リ

候

ニ
仕
事
ニ
候
」（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』）と
述
べ
て
い
る
。
徂
徠
は
本
來
君

子
・
小
人
と
い
う
概
念
を
社
會
的
地
位
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
と
し
て
い
る
。
上

に
立
つ
人
間
は
「
君
子
」
で
あ
り
、「
民
」
は
小
人
で
あ
る
。
聖
人
の
道
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
學
」
と
「
由
」
と
區
別
さ
れ
る
。「
君
子
は
こ
れ
を
學

び
、
小
人
は
こ
れ
に
由
る
」（『
論
語
徴
』

四
・
泰
伯
篇
の
解
）
の
解
釋
か
ら

由
來
す
る
徂
徠
の
こ
の
獨
自
の
君
子
小
人

は
『
大
學
』
三
綱
領
の
解
釋
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
徂
徠
は
朱
子
の
三
綱
領
注
釋
を
次
の
よ
う
に
非
難

し
て
い
る
。

朱
熹
は

ち
「
明
德
」「
親
民
」「
止
於
至
善
」
を
以
て
、
皆
爲
學
の
方
と

爲
し
て
、「
至
善
」
は
「
事
理
當
然
の
極
」
と
謂
ふ
、
此
れ
は
人
人
を
し
て
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自
ら
至
善
を
事
物
の
理
に
求
め
し
む
る
な
り
。
夫
れ
宇
宙
以
來
、
千
年
を

數
し
、
數
十
の
聖
人
、
其
の
心
力
を
竭つく
し
、
其
の
知
巧
を
極
め
、
こ
れ

道
を
建
て
る
。
故
に
こ
れ
を
至
善
と
謂
ふ
。
而
し
て
一
旦
の
知
を
以
て
驟

か
に
こ
れ
を
得
ん
と
欲
す
る
は
、
豈
に
凡
人
に
し
て
聖
人
の
權
を
奪
ふ
に

非
ず
ん
や
。

な
る
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
妄
な
り
。
亦
た
自
ら
こ
れ
を
揣はか
ら

ざ
る
の
甚
し
き
な
り
。
夫
れ
人
君
學
を
建
て
以
て
民
の
心
志
を
一
に
す
る

は
、
是
れ
「
止
於
至
善
」
と
謂
ふ
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、
徂
徠
は
「
明
德
」「
親
民
」「
止
於
至
善
」
と
い
う
朱
子
學
の

三
綱
領
を
爲
學
の
方
法
と
し
て
認
め
な
い
。「
道
」と
は
歴
代
の
聖
人
の
智
慧
の

重
な
り
で
あ
り
、
修
養
工
夫
で
悟
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
朱
子
學
の
よ
う

な
工
夫
は

な
る
聖
人
の
道
を

す
行
爲
だ
と
非
難
し
て
い
る
。
徂
徠
か
ら
見

れ
ば
、「
明
德
」
も
「
親
民
」
も
「
止
於
至
善
」
も
民
の
心
志
を
一
に
す
る
方
法

で
あ
る
。
同
じ
徂
徠
の
著
作
の
『
中
庸
解
』
で
は
こ
れ
を
「
誠
」
と
い
い
、
意

味
的
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
徂
徠
學
で
は
、「
誠
」
を
「
天
理
」
と
し
て

捉
え
る
こ
と
な
く
、

な
る
誠
心
を
も
っ
て
、
忠
實
に
「
先
王
の
道
」
を
行
う

こ
と
と
解
釋
し
て
い
る
。
人
々
は
先
王
の
道
を
行
い
、
よ
く
誠
心
あ
る
者
は
天

性
に
得
て
い
る
の
で
、
勉
強
せ
ず
に
先
王
の
道
に
暗
合
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
は
「
誠
な
る
者
は
天
の
道
な
り
」
と
い
う
。
力
行
の
久
し
く
し
て
、
習
い
性

と
な
り
、
は
じ
め
に
誠
心
な
き
者
が
、
皆
誠
心
が
あ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が

教
え
の
結
果
で
あ
り
、「
こ
れ
を
誠
に
す
る
者
は
人
の
道
な
り
」と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
教
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
徂
徠
の
い
う
「
大
學
」（「
學
宮
」
と
も
い

う
）
で
あ
り
、
教
の
内
容
は
「
養
老
の
禮
」
で
あ
る
。

三
、「
八
條
目
」
に
つ
い
て

次
は
八
條
目
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。八
條
目
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。『
大
學
』

經
文
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊
其
家
。
欲

齊
其
家
者
、
先
修
其
身
。
欲
修
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先

誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。

歴
代
の
注
釋
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
經
文
の
意
味
は
異
な
っ
て
い
る
。
鄭
注
は

特
に
「
致
知
」「
格
物
」
に
重
點
を
置
き
、「
知
」
を
「
善

吉
凶
の
終
始
す
る

所
を
知
る
」
と
注
し
、「
致
」
を
「
或
は
至
と
爲
す
」
と
注
し
、「
格
」
を
「
來
」、

「
物
」
を
「
事
」
と
そ
れ
ぞ
れ
解
釋
し
て
い
る
。
鄭
注
に
基
づ
い
て
、
孔
穎
達
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

前
章
は
大
學
の
道
は
明
德
、
親
民
、
止
善
に
在
る
を
言
ふ
。
覆
くりかえし

て
止
善

の
事
を
説
く
こ
と
既
に
畢をは
り
、
故
に
此
の
經
は
明
德
の
理
を
明
か
に
す
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
其
の
己
の
意
を
精
誠
せ
ん
と
欲
す
る
は
先
づ
須
く
其
の
知

る
所
の
事
を
招
致
す
。
初
始
必
ず
須
く
學
習
す
べ
く
、
然
る
後
に
乃
ち
能

く
其
の
成
敗
を
知
曉
す
る
所
有
る
を
言
ふ
。（『
禮
記
注
疏
』

第
六
〇
）

孔
穎
達
の
疏
を
見
る
限
り
、
む
し
ろ
勸
學
の
方
向
で
經
文
の
意
味
を
取
っ
て

い
る
。
即
ち
、
明
德
、
親
民
、
止
善
を
實

す
る
に
は
、
ま
ず
己
の
心
を
正
し

く
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
心
を
正
し
く
し
よ
う
と
す
る
人
は
ま
ず

學
習
に
よ
っ
て
物
事
の
よ
し
あ
し
を
よ
く
知
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
ら
な
ら

い
と
い
う
。『
禮
記
』
全
體
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
『
大
學
』
の
一
章
は
明
ら
か
に

學
習
關
係
の
内
容
で
あ
り
、
鄭
注
孔
穎
疏
の
ほ
う
は『
大
學
』本
來
の
意
に
沿
っ
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た
解
釋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
一
六

。
し
か
し
、
朱
子
は
こ
の
經
文
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
注
釋
を
施
し
て
い
る
。

「
明
德
を
天
下
に
明
か
に
す
」と
は
、
天
下
の
人
を
し
て
皆
以
て
其
の
明
德

を
明
か
に
す
る
こ
と
有
ら
し
む
な
り
。
心
と
は
、
身
の
主
と
す
る
所
な
り
。

誠
と
は
、
實
な
り
。
意
と
は
、
心
の
發
す
る
所
な
り
。
其
の
心
の
發
す
る

所
を
實
に
す
る
は
、
其
の
善
に
一
に
し
て
自
ら
欺
く
こ
と
無
き
こ
と
を
欲

す
る
な
り
。
致
と
は
、
推
し
極
む
る
な
り
。
知
は
、
猶
ほ
識
の
ご
と
き
な

り
。
吾
の
知
識
を
推
し
極
む
る
は
、
其
の
知
る
所
盡
さ
ざ
る
こ
と
無
き
こ

と
を
欲
す
る
な
り
。
格
と
は
、
至
な
り
。
物
は
、
猶
ほ
事
の
ご
と
き
な
り
。

窮
め
て
事
物
の
理
に
至
る
は
、
其
の
極
處
到
ら
ざ
る
こ
と
無
き
こ
と
を
欲

す
る
な
り
。
此
の
八
者
は
、
大
學
の
條
目
な
り
。（「
大
學
章
句
」）

古
注
で
は
は
っ
き
り
と
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朱
子
は
「
天
下
の
人
を
し

て
皆
以
て
其
の
明
德
を
明
か
に
す
る
こ
と
有
ら
し
む
な
り
」
と
述
べ
、「
明
徳
」

の
主
體
を
「
天
下
の
人
」
す
べ
て
と
解
釋
し
、
こ
の
句
は
天
下
の
人
す
べ
て
に

明
徳
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
と
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
朱
子
に

よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
は
修
養
工
夫
を
通
じ
て
「
明
徳
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

朱
子
は
「
此
れ
は
大
學
の
序
そ
の
詳
ら
か
な
る
こ
と
か
く
の
如
き
を
言
ふ
。
蓋

し
綱
領
の
條
目
な
り
」（『
大
學
或
問
』）と
み
て
、
條
目
を
綱
領
に
細
か
に
對
應

さ
せ
て
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
朱
子
は
「
格
物
」
か
ら
「
修
身
」
ま
で
を

「
明
明
徳
の
事
」
に
、「
齊
家
」
か
ら
「
平
天
下
」
ま
で
を
「
親
民
」
に
、「
格
物

致
知
」
を
「
知
所
止
」
に
、「
意
誠
」
か
ら
「
平
天
下
」
ま
で
を
「
得
所
止
」
に

配
し
て
い
る
。
朱
子
は
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
齊
家
・
治
國
・

平
天
下
を
八
の
段
階
と
み
て
、
各
段
階
ご
と
に
工
夫
論
を
提
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
朱
子
は
「
知
」
を
知
識
と
解
釋
し
、
己
の
知
識
を
押
し
窮
め
る
の

は
、
事
物
の
理
を
窮
め
て
極
點
ま
で
到
達
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
特

に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
朱
子
は
「
格
」
を
「
至
」
と
解
釋
し
、
自
ら
物

事
の
理
に
迫
る
と
い
う
意
味
合
い
を
示
唆
し
て
い
る
。
無
論
、
こ
れ
は
朱
子
學

の
範
疇
に
お
い
て
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
後
ほ
ど
陽
明
學
と
の
分
岐
點
で
も
あ

る
。
朱
子
學
と
對
立
す
る
古
學
派
の
先

の
伊
藤
仁
齋
は
朱
子
の
注
釋
を
批
判

し
、「
格
」
を
「
正
し
い
秩
序
」
と
理
解
し
、「
格
物
」
は
誠
意
・
正
心
・
修
身
・

齊
家
・
治
國
・
平
天
下
の
六
者
を
秩
序
正
し
く
す
る
こ
と
と
主
張
し
て
い
る
。

先
儒
の
注
釋
を
踏
ま
え
て
、
徂
徠
の
八
條
目
に
對
す
る
理
解
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
徂
徠
は
『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
で
次
の
よ
う
に
明
確
に
述
べ

て
い
る
。

格
物
一
條
ニ
テ
事
濟
候
間
、此
上
ニ
誠
意
正
心
修
身
等
ノ
工
夫
ハ
無

之

事

ニ
候
。

右
に
よ
れ
ば
、
朱
子
が
提
唱
す
る
八
條
目
の
う
ち
、
徂
徠
は
「
格
物
」
の
一

條
目
し
か
認
め
な
い
。
そ
れ
で
は
、
徂
徠
の
論
理
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

此
れ
は
上
章
の
「
事
に
終
始
有
り
」
を
承
け
、
學
を
爲
む
る
の
方
、
先
づ

格
物
す
る
な
り
を
言
ふ
。
首はじめに
「
古
」
を
言
ふ
は
、「
格
物
」、
古
聖
人
の

教
な
り
。（
中
略
）天
子
の
德
、
こ
れ
を
行
事
に
施
し
、
こ
れ
を
家
國
に
用

ひ
、
以
て
天
下
に
示
す
。
天
下
こ
れ
に
化
し
、
孝
悌
俗
に
成
り
、
王
た
る

者
の
極
功
な
り
。此
れ
は
こ
れ
明
徳
を
天
下
に
明
か
に
す
る
を
謂
ふ
。（『
大

學
解
』）

徂
徠
は
ま
ず
「
格
物
」
を
古
の
聖
人
の
教
え
と
定
義
し
、
學
問
を
な
す
に
は

ま
ず
「
格
物
」
を
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。「
格
物
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
徂
徠
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は
こ
こ
で
ま
だ
明
確
な
定
義
を

げ
て
い
な
い
が
、「
明
徳
」
の
主
體
を
「
天
下

す
べ
て
の
人
」
か
ら
「
人
君
」
に
置
き
換
え
た
こ
と
は
見
て
取
れ
る
。
天
子
は

行
事
を
通
じ
て
孝
悌
の
徳
を
天
下
に
示
し
、
い
ず
れ
國
の
風
習
に
さ
せ
る
。
こ

れ
は
王
た
る
者
の
極
功
で
あ
り
、
明
徳
を
天
下
に
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

徂
徠
は
「
明
明
徳
」
の
主
體
を
人
君
に
限
定
す
る
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。國

と
は
、
王

な
り
。
天
下
の
本
は
國
に
在
り
。
故
に
明
德
を
天
下
に
明

か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
其
の
國
を
治
む
。
家
と
は
、
王
の
宮
中

に
し
て
、
以
て
宗
族
を
包
す
る
な
り
。
國
の
本
は
家
に
在
り
、
故
に
其
の

國
を
治
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
其
の
家
を
齊ととのふ
。
身
と
は
己
な
り
。

人
君
を
指
す
な
り
。
家
の
本
は
己
に
在
り
。
故
に
其
の
家
を
齊
へ
ん
と
欲

す
る
者
は
、
先
づ
其
の
身
を
修
む
。
國
に
し
て
「
治
」
を
曰
ふ
は
、
政
を

主
と
す
。
家
に
し
て
「
齊
」
と
曰
ふ
は
、
禮
を
主
と
す
。（
中
略
）
身
に
し

て
「
修
」
を
曰
ふ
は
、
文
德
を
修
め
、
道
を
修
め
、
辭
を
修
む
る
が
如
く
、

皆
成
し
て
用
ふ
可
き
を
謂
ふ
な
り
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、
國
と
は
王

の
こ
と
、
つ
ま
り
、
都
の
こ
と
で
あ
る
。
家
は

宗
族
を
含
む
宮
中
の
こ
と
、
つ
ま
り
王
族
の
こ
と
で
あ
る
。
身
と
は
人
君
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
解
釋
に
よ
っ
て
、
家
、
國
、
天
下
の
概
念
が

統
一
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
三
者
は
み
な
人
君
の
身
近
に
あ
る
も
の
で
、
人
君

に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
。
徂
徠
の
こ
の
解
釋
で
、
齊
家
・
治
國
・
平
天
下

は
す
べ
て
人
君
の
修
徳
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
と
さ
れ
て
い
る
。
齊

家
・
治
國
・
平
天
下
と
い
う
概
念
も
朱
子
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
小
か
ら
大
へ

の
順
序
で
は
な
く
な
り
、
人
君
養
成
の
異
な
る
段
階
に
な
る
。
徂
徠
は
齊
家
・

治
國
・
平
天
下
の
出
發
點
と
も
い
え
る
人
君
の
徳
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

禮

を
身
に
得
、
こ
れ
を
德
と
謂
ふ
。
身
修
の
謂
ひ
な
り
。
心
に
し
て
正

と
曰
ふ
は
、
其
の
禮
に
一
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
己
を
修
め
ん
と
欲
す
る
は
、

必
ず
禮
を
以
て
す
。
苟
し
く
も
禮
を
行
ひ
て
心
安
ら
が
ざ
れ
ば
、
則
ち
德

得
て
成
る
可
か
ら
ず
。
故
に
其
の
身
を
修
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
其

の
心
を
正
す
。
意
と
は
、
好

な
り
。
善
を
好
む
の
心
、
中
に
由
り
て
出

づ
。
勉
強
に

ら
ず
、
意
誠
の
謂
ひ
な
り
。
苟
し
く
も
是
の
如
く
せ
ね
ば
、

則
ち
心
と
禮
と
違
ふ
。
故
に
其
の
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
其

の
意
を
誠
に
す
。
致
と
は
、
こ
れ
を
し
て
至
ら
し
む
な
り
。
至
る
は
生
ず

る
な
り
。
知
と
は
德
慧
術
知
な
り
。
世
人
の
所
謂
知
に
非
ざ
る
な
り
。
德

慧
術
知
生
じ
て
、
而
る
後
ち
仁
の
尚
ぶ
可
く
、
孝
悌
の
至
善
爲
る
を
知
る
。

天
下
の
物
を

げ
て
、
以
て
尚まさ
る
莫
し
。
善
を
好
む
の
誠
に
な
る
所
以
な

り
。
故
に
其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
其
の
知
を
致
いたらしむ

。

（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、
徳
は
禮

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
獨

特
な
解
釋
で
は
あ
る
が
、
徂
徠
學
に
お
い
て
重
要
な
基
礎
概
念
と
い
え
る
。
徂

徠
學
に
お
い
て
、
道
と
は
先
王
の
道
で
あ
り
、
禮

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
古

の
先
王
に
策
定
さ
れ
た
禮

の
記
録
書
は
六
經
で
あ
る
。
六
經
は
議
論
の
書
で

は
な
く
、「
物
」、
即
ち
「
禮

」
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。「
學
」
と

は
先
王
の
道
を
學
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
禮

を
學
ぶ
こ
と
で
あ

る
。
徂
徠
は
こ
の
「
物
」
に
基
づ
い
た
六
經
解
釋
を
利
用
し
、
先
王
の
權
威
を

借
り
て
朱
子
學
と
對
抗
す
る
。
こ
の
構
圖
は
徂
徠
の
『
大
學
』
注
釋
に
も
鮮
明
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に
示
さ
れ
て
い
る
。
徳
は
身
に
つ
け
る
禮

と
定
義
し
た
以
上
、
朱
子
の
よ
う

に
修
身
窮
理
を
通
じ
て
己
の
徳
を
磨
く
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
る
。代
わ
り
に
、

六
經
の
學
習
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
論
理
で
ゆ

け
ば
、「
正
心
」と
い
う
こ
と
は
自
分
の
心
を
い
か
に
禮

に
合
致
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
。
徂
徠
は
孝
悌
を
至
善
の
徳
と
し
て
い
る
。
孝
悌
は
至
善
の
徳
で
あ
り
、

基
本
的
な
徳
で
も
あ
る
一
七

。
人
君
が
孝
悌
を
民
に
示
し
、
民
を
教
化
す
る
こ
と

を
至
善
の
徳
と
い
う
。
こ
の
解
釋
で
ゆ
け
ば
、
致
知
・
格
物
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
見
て
み
よ
う
。

一
）

格
物

徂
徠
は
「
格
物
」
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

格
と
は
、
來
な
り
、
至
な
り
。
感
ず
る
所
有
り
、
以
て
こ
れ
を
來
た
ら
し

む
る
の
謂
ひ
な
り
。
先
王
の
教
、
こ
れ
物
な
り
。
射
五
物
を

如
た
と

ふ
る
に
、

和
と
曰
ひ
、
容
と
曰
ひ
、
主
皮
と
曰
ひ
、
和
頌
と
曰
ひ
、
興
舞
と
曰
ふ
。

力
の
久
、
習
の
熟
、
而
る
後
に
所
謂
和
な
る
者
至
る
、
容
な
る
者
至
る
、

主
皮
、
和
頌
、
興
舞
な
る
者
皆
至
る
。
至
り
て
後
に
其
の
見
る
所
自
ら
別

る
。
是
れ
は
こ
れ
を
德
慧
術
知
と
謂
ふ
。
六
藝
皆
爾しか
り
。
故
に
「
致
知
は

格
物
に
在
り
」
と
曰
ふ
。
是
の
格
物
は
、
古
聖
人
其
の
心
力
知
巧
を
竭
し

て
建
つ
る
所
。
大
學
こ
れ
始
め
て
教
ふ
る
な
り
。
故
に
此
の
篇
特
に
こ
れ

を
言
ふ
。
而
し
て

書
に
見
ゑ
ず
。（『
大
學
解
』）

「
格
」
を
「
來
」
と
讀
む
の
は
も
と
も
と
鄭
玄
の
訓
で
あ
る
。
た
だ
、
徂
徠
は

こ
の
鄭
玄
の
解
釋
を
徂
徠
學
的
體
系
に
取
り
入
れ
、
新
た
な
意
味
を
賦
與
し
て

い
る
。
徂
徠
の
い
う
「
格
物
」
は
「
學
を
爲
め
る
の
方
」、
即
ち
學
問
の
工
夫
で

あ
る
。
徂
徠
が
、「
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る
、
凡
そ
學
は
み
な
格
物
よ
り
始
む
」

（『
大
學
解
』）
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
格
物
」
が
上
下
の
階
級
を
超
え
て
す
べ
て

の
人
に
共
通
す
る
工
夫
で
あ
る
。
尚
且
つ
「
詩
」「
修
辭
」「
聖
人
の
道
」
を
貫

く
「
唯
一
の
工
夫
」（『
徂
徠
集
』

十
九
）
で
も
あ
る
。

更
に
、「
物
」
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

物
と
は
、
先
王
の
法
言
。
君
子
こ
れ
を
守
る
。
故
に
『
孝
經
』
に
曰
く
、

「
先
王
の
法
言
に
非
ざ
れ
ば
敢
へ
て
道
は
ず
」。敢
へ
て
擅
ほしいままに

其
の
意
を
以

て
言
を
造
ら
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。
蓋
し
古
自
り
先
王
法
言
有
る
は
、
猶
ほ

天
地
に
物
有
る
が
ご
と
し
。
故
に
こ
れ
を
物
と
謂
ふ
。
然
れ
ど
も
こ
れ
を

力
行
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
こ
れ
を
其
の
身
に
有
る
能
は
ず
。
唯
だ
行

有
り
以
て
こ
れ
を
格きたらし
む
。
來
た
り
て
我
が
有
と
爲
る
を
謂
ふ
な
り
。
亦

た
此
の
篇
の
意
と
相
通
す
る
の
み
。
鄭
玄
も
亦
た
以
て
「
物
を
來
た
ら
し

む
る
」の
義
と
爲
す
。

ち
先
世
諸
儒
相
傅
ふ
る
の
説
な
り
。（『
大
學
解
』）

徂
徠
の
い
う
「
物
」
は
非
常
に
限
定
的
な
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
物
」
と

は
先
王
の
法
言
、
即
ち
先
王
の
教
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
先
王
の
「
法
言
」

は
『
詩
』『
書
』『
禮
』『

』『
易
』『
春
秋
』
の
六
經
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
と

徂
徠
は
認
識
し
て
い
る
。
徂
徠
は
朱
子
が
聖
人
の
窮
理
を
學
者
の
工
夫
と
す
る

こ
と
を
「
天
上
天
下
唯
我
獨
尊
」（『
辨
名
』
教
）
と
し
、「
六
經
」
に
從
わ
ず
、

「
先
王
の
教
」
を
「
己
の
心
」
に
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。
徂
徠

に
言
わ
せ
ば
、
大
昔
の
古
代
に
は
既
に
先
王
の
教
え
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
地
の

間
に
物
が
あ
る
よ
う
に
當
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
徂
徠
は
『
周
禮
』
に
見
る

「
射
五
物
」（
地
官
・
郷
大
夫
）
を
例
に
こ
う
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
王

の
教
え
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
體
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
長
い
間
學
習
練
習
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し
て
こ
そ
、次
第
に
先
王
の
教
え
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
先
王
の
教
え
を
己
の
身
に
「
來
る
こ
と
」
を
さ
せ
る
努
力
を

す
る
。
こ
れ
は
「
格
物
」
工
夫
で
あ
る
と
徂
徠
は
主
張
し
て
い
る
。

上
章
は
「
大
學
の
道
は
明
德
を
明
か
に
す
る
に
在
り
」
を
言
ふ
。
而
し
て

苟
し
く
も
德
こ
れ
身
に
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
こ
れ
を
明
か
に
す

る
所
有
る
莫
し
。
德
を
こ
れ
身
に
有
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
學
に
若
く

莫
し
。
爲
學
の
方
、
格
物
よ
り
始
む
る
は
、
德
の
基
な
り
。（
中
略
）致
知
・

誠
意
・
正
心
、
皆
爲
學
の
方
に
非
ざ
る
な
り
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、
人
君
が
己
の
徳
を
民
に
明
示
し
よ
う
と
し
て
も
、
も
し
そ
の

徳
を
ま
だ
身
に
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
徳

を
身
に
つ
け
る
唯
一
の
方
法
は
學
習
で
あ
る
。
無
論
、
徂
徠
の
い
う
學
習
の
對

象
は
「
先
王
の
道
」
即
ち
「
禮

刑
政
」
で
あ
る
。「
格
物
」
は
統
治
者
が
民
を

治
め
る
た
め
に
先
王
の
教
で
あ
る
「
六
經
」
を
學
ぶ
こ
と
に
な
る
。「
格
物
」
以

外
の
致
知
・
誠
意
・
正
心
は
す
べ
て
學
問
を
爲
す
方
法
で
は
な
い
と
い
う
。

徂
徠
の
解
釋
に
據
れ
ば
、「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
と
い
う
經
文
の
意
味
は

「
知
」に
至
る
た
め
に
、
久
し
く
先
王
の
教
え
を
學
習
し
、
身
に
つ
け
る
努
力
を

す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
、
徂
徠
の
い
う
「
知
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

か
、
朱
子
の
解
釋
と
一
致
し
て
い
る
の
か
。
次
は
徂
徠
の
い
う
「
致
知
」
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

二
）

致
知

徂
徠
學
で
は
「
格
物
」
が
唯
一
の
工
夫
で
あ
る
。
故
に
、「
致
知
」
に
つ
い
て
、

徂
徠
は
「
致
」（
即
ち
方
法
論
）
で
は
な
く
、「
知
」（
即
ち
對
象
）
に
拘
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
次
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

蓋
し
聖
人
の
所
謂
知
は
、
世
俗
の
所
謂
知
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に『
論
語
』

曰
く
、「
知
者
は
仁
を
利
す
」（
里
仁
篇
）、「

ん
で
仁
に
處
ら
ざ
ん
ば
。

焉
ん
ぞ
知
を
得
ん
」（
里
仁
篇
）と
。
朱
熹

ち
吾
の
知
識
を
推
し
極
め
て

盡
く
さ
ず
を
謂
ふ
。
此
れ
世
俗
の
所
謂
一
物
知
ら
ざ
る
は
恥
と
爲
す
者
な

り
。
聖
人
其
を

む
こ
と
斯
の
若
し
。
故
に
つね

に
學
を
好
む
を
以
て
言
を

爲
る
。
而
し
て
未
だ
嘗
て
知
を
好
む
を
以
て
誨
と
爲
ざ
ず
。
見
る
可
き
の

み
。

世
を
通

す
る
に
、
世
俗
の
所
謂
知
な
る
者
も
亦
た
衆
な
り
。
何

ぞ
そ
れ
仁
に
利
せ
ざ
る
や
。
故
に
果
し
て
朱
熹
の
言
は
是
と
な
れ
ば
、
則

ち
孔
子
の
言
、
理
に
盡
き
ざ
る
な
り
。（『
大
學
解
』）

右
に
よ
れ
ば
、
徂
徠
は
ま
ず
朱
子
の
「
知
」
を
「
世
俗
の
知
」
と
批
判
し
て

い
る
。
朱
子
は
一
事
一
物
に
格いた
り
、
そ
の
事
物
の
理
を
極
め
盡
く
し
、
己
の
知

識
を
押
し
極
め
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
私
欲
の
蔽
い
を
去
り
本
然
の
性（
即
ち
理
）

を
發
見
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
徂
徠
は
「
天
地
の
間

の
あ
ら
ゆ
る
事
を
極
め
盡
く
す
」
と
い
う
朱
子
の
「
知
」
を
揚
雄
の
『
法
言
』

に
あ
る
「
一
物
知
ら
ざ
る
は
恥
と
爲
す
」
と
非
難
し
て
い
る
。

徂
徠
學
で
は
「
不
可
知
」
論
が
説
か
れ
て
い
る
。『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
上
で

は
「
神
妙
不
測
ナ
ル
天
地
ノ
上
ハ
、
モ
ト
知
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ニ
候
間
」
と
述
べ
、

「
總
ジ
テ
世
間
ノ
一
切
ノ
事
、
人
知
人
力
ノ
と
ど
き
候
限
リ
有
之
事
ニ
候
」と
述

べ
る
よ
う
に
、
人
知
の
限
界
性
を
主
張
し
て
い
る
。
徂
徠
に
言
わ
せ
ば
、
こ
の

世
に
あ
る
も
ろ
も
ろ
な
自
然
現
象
は
「
神
妙
不
測
ナ
ル
天
地
ノ
上
ハ
モ
ト
知
ラ

レ
ヌ
事
」（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』）が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
知
を
越
え
た
も
の

を
探
求
す
る
こ
と
自
體
儒
者
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
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徂
徠
は
「
理
な
る
者
は
定
準
な
し
」（『
辨
名
』
理
）
と
述
べ
、
人
知
の
主

性

を
特
に
強
調
し
て
い
る
。
徂
徠
の
理
解
で
は
、
こ
の
人
知
の
限
界
を
超
え
、
主

を
越
え
る
「
知
」
へ
の
探
求
が
で
き
る
の
は
聖
人
の
み
で
あ
り
、
學
者
で
は

な
い
。
徂
徠
は
『
辨
道
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

後
世
の
儒
者
は
知
を
尚
び
、
理
を
窮
む
る
を
務
め
て
、
先
王
孔
子
の
道

れ
ぬ
。
理
を
窮
む
る
の
弊
は
、
天
と
鬼
神
と
、
み
な
畏
る
る
に
足
ら
ず
と

し
、
而
し
て
己
は

ち
傲がう
然ぜん
と
し
て
天
地
の
間
に
獨
立
す
る
な
り
。
こ
れ

後
世
の
儒
者
の
通
病
に
し
て
、
豈
に
天
上
天
下
唯
我
獨
尊
な
ら
ず
や
。
且

つ
茫
茫
た
る
宇
宙
、
果
し
て
何
ぞ
窮
極
せ
ん
。
理
は
豈
に
窮
め
て
こ
れ
を

盡
す
べ
け
ん
や
。
そ
れ
の
我
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
知
る
と
謂
ふ
者
も
ま
た

妄
な
る
の
み
。（『
辨
道
』
二
十
一
）

徂
徠
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
朱
子
學
の

「
知
」は
人
間
自
身
の
主

性
を
絶
對
化
す
る
行
爲
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
徂
徠

は
朱
子
の
「
格
物
窮
理
」
を
、
己
を
聖
人
の
全
能
性
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
と
し
、

「
聖
人
を
廢
す
る
に
至
る
」（『
辨
名
』
智
）
傲
慢
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

且
つ
「
窮
理
」
は
『
易
』
に
見
ゆ
。

ち
以
て
聖
人
『
易
』
を
作
る
を

ふ
る
の
言
な
り
。
學
者
事
に
非
ず
。（
中
略
）學
者
己
の
心
を
以
て
こ
れ
を

事
物
の
理
に
求
め
て
以
て
道
と
爲
せ
ば
、
則
ち
亦
た
自
を
揣
ら
ざ
る
の
甚

し
き
の
み
。
故
に
古
の
學
者
、
必
ず
先
王
詩
書
禮

の
教
に
遵
つ
て
、
服

習
の
熟
、
自
然
と
有
り
て
以
て
其
の
知
を
致
いたらしむ

。
是
れ
は
こ
れ
格
物
し
て

知
至
る
と
謂
ふ
。
先
王
の
教
を

て
て
由
ら
ず
、
獨
り
己
の
心
を
以
て
彼

の
事
物
の
理
を
窮
め
ん
と
欲
す
る
は
、亦
た
妄
な
り
と
謂
ふ
可
き
や
。（『
大

學
解
』）

徂
徠
に
據
れ
ば
、
萬
人
の
人
知
を
越
え
た
先
王
（
聖
人
）
が
時
間
を
か
け
て

理
を
窮
め
、道
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。後
世
の
人
間
は
先
王
が
定
め
た
道
に
從
っ

て
行
動
す
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
故
に
、
徂
徠
の
い
う
「
知
」
は
仁
を
知

る
こ
と
で
あ
る
。
徂
徠
の
い
う
「
仁
」
は
民
を
安
ん
ず
る
人
君
の
徳
と
い
う
極

め
て
限
定
的
な
概
念
な
の
で
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
先
王
の
道
」
を
「
知
る
」
こ

と
と
も
言
え
る
。『
大
學
解
』
で
は
、
徂
徠
は
「
德
慧
術
知
」
を
以
て
表
現
し
て

い
る
。
こ
の
「
仁
」
は
「
先
王
の
道
」
に
内
包
さ
れ
た
「
聖
人
の
大
徳
」（『
辨

名
』
で
あ
る
。
後
世
の
人
間
は
各
々
己
の
個
別
性
に
適
用
で
き
る
部
分
を
身
に

つ
け
る
べ
き
と
徂
徠
は
力
説
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
徂
徠
の
い
う
「
仁
」
は

統
治
能
力
を
指
し
、「
知
」は
政
治
的
洞
察
力
を
意
味
し
て
い
る
一
八

。
徂
徠
の
こ

の
獨
特
の
「
知
」
解
釋
は
現
實
味
を
帶
び
て
い
る
。
そ
れ
は
徂
徠
の
獨
特
の
人

材

で
あ
る
。

三
）

人
材

前
述
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
『
大
學
』
注
釋
は
か
な
り
現
實
性
を
重
視
し
、
當

時
の
社
會
實
情
を
念
頭
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
徂
徠
の
「
格
物
」「
致
知
」
解
釋

は
別
の
ル
ー
ト
で
朱
子
同

に
儒
學
思
想
の
修
己
か
ら
治
人
に
至
る
輪
郭
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
徂
徠
の
「
致
知
」
の
結
果
と
も
い
え
る
人
材
論
を

少
し

證
し
て
み
た
い
。

朱
子
學
で
は
天
か
ら
萬
人
に
等
し
く
賦
與
さ
れ
た
「
性
」
を
十
分
に
發
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
生
ま
れ
も
っ
た
氣
質
の
偏
り
を
正
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

論
じ
て
い
る
。徂
徠
は
こ
れ
に
激
し
く
反
對
し
て
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
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氣
質
ハ
天
ヨ
リ
禀
得
、
父
母
ヨ
リ
ウ
ミ
付
候
事
ニ
候
。（
中
略
）氣
質
ハ
何

ト
シ
テ
モ
變
化
ハ
ナ
ラ
ヌ
物
ニ
テ
候
。
米
ハ
イ
ツ
迄
モ
米
、
豆
イ
ツ
迄
モ

豆
ニ
テ
候
。
只
氣
質
ヲ
養
ヒ
候
テ
、
其
生
レ
得
タ
ル
通
リ
ヲ
成
就
イ
タ
シ

候
ガ
學
問
ニ
テ
候
（
中
略
）
サ
レ
バ
世
界
ノ
爲
ニ
モ
、
米
ハ
米
ニ
テ
用
ニ

タ
チ
、
豆
ハ
豆
ニ
テ
用
ニ
立
申
候
。（
中
略
）宋
儒
ノ
説
ノ
ゴ
ト
ク
氣
質
ヲ

變
化
シ
テ
渾
然
中
和
ニ
成
候
ハ
バ
、
米
ト
モ
ツ
カ
ズ
豆
ト
モ
ツ
カ
ヌ
物
ニ

成
タ
キ
ト
ノ
事
ニ
候
ヤ
、
ソ
レ
ハ
何
ノ
用
ニ
モ
立
申
間
敷
候
。（『
徂
徠
先

生
答
問
書
』
中
一
九

）

つ
ま
り
、
氣
質
は
天
賦
で
あ
り
、
簡

に
變
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
、

眞
っ
先
に
朱
子
の
氣
質
變
化
説
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
徂
徠
は

こ
こ
で
あ
き
ら
め
の
哲
學
や
分
を
知
る
と
い
う
よ
う
な
處
世
術
を
垂
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
米
に
せ
よ
、
豆
に
せ
よ
、
實
入
り
の
よ
い
お
い
し
い
米
や
豆
に

な
れ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
二
〇

。
つ
ま
り
、
人
材
の
長
所
を
生
か
す
方
法
を

説
い
て
い
る
。
徂
徠
は
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

苟
非
其
人
道
不

行
ト
申
事
有
之
候
。法
ヨ
リ
ハ
人
猶
肝
要
ニ
テ
御
座
候
。

タ
ト
ヒ
法
ハ

敷
候
共
人
能
候
ヘ
バ
相
應
ノ
利
益
ハ
有
之
物
ニ
候
。
法
計

ノ
吟
味
仕
候
ニ
テ
人

鋪
候
ヘ
バ
何
ノ
用
ニ
モ
立
不
申
候
。（『
徂
徠
先
生

答
問
書
』
中
）

つ
ま
り
、
徂
徠
は
統
治
に
關
し
て
、
時
に
は
法
よ
り
人
の
資
質
が
問
題
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
。
徂
徠
は
「
何
程
ヨ
キ
藥
方
ニ
テ
モ
、
醫
者
下
手
ニ
候
ヘ
バ

病
ハ
愈
不
申
候
」
と
い
う
比
喩
を
使
っ
て
、
い
か
な
る
す
ば
ら
し
い
制
度
下
に

あ
っ
て
も
「
人
」
に
問
題
あ
れ
ば
、
よ
い
結
果
に
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

徂
徠
は
『
論
語
徴
』
衞
靈
公
篇
の
注
釋
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
無
爲
に
し
て
治
む
」は
古
來
、
人
を
得
る
を
以
て
言
ふ
。
故
に
舜
に
は
特

に
此
れ
を
以
て
こ
れ
を

す
。（
中
略
）故
に
萬
古
天
下
を
治
む
る
の
道
は
、

此
れ
を
以
て
至
る
も
の
と
爲
す
。
而
し
て
、
舜
の
大
聖
た
る
、
豈
に
こ
の

外
に
出
で
ん
や
。（『
論
語
徴
』
辛
）

つ
ま
り
、「
人
を
知
る
」
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
上
に
立
つ
人
間
（
人
君
）

の
や
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、「
人
を
知
る
」こ
と
は
そ
の
人
の
徳
と
は
無
關

係
で
あ
る
。
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
氐
後
人
は
「
人
を
知
る
」
と
い
ふ
を
以
て
人
の
賢
不
賢
を
知
る
と
爲
す
。

殊
に
知
ら
ず
、
聖
人
の
意
は
唯
だ
賢
人
を
知
る
を
言
ふ
こ
と
を
。
唯
だ
賢

人
の
み
知
り
難
し
と
爲
す
。知
者
に
非
ず
ん
ば
こ
れ
を
知
る
能
は
ず
。（『
論

語

』
乙
）

右
に
よ
れ
ば
、「
人
を
知
る
」の「
人
」を
も
と
も
と
賢
人
と
い
う
範
圍
に
絞
っ

て
い
る
。
賢
人
の
徳
を
更
に
計
っ
て
比
べ
る
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、
徂
徠
の

い
う
「
賢
人
」
は
果
た
し
て
朱
子
學
的
に
い
う
賢
人
で
あ
ろ
う
か
。
徂
徠
の
人

材
論
の
集
大
成
、
い
わ
ゆ
る
「
疵
物
論
」二
一

を
見
て
み
よ
う
。

人
才
ト
被
仰
候
ハ
、
定
テ
御
望
之
注
文
可
有
之
候
、
其
注
文
ニ
合
不
申
ヲ

バ
人
材
ニ
ハ
不
被
成
候
ト
相
見
エ
申
候
。
宋
儒
抔など
モ
手
前
ヨ
リ
注
文
ヲ
出

シ
候
病
有
之
候
故
。（
中
略
）手
前
ヨ
リ
注
文
ヲ
出
シ
人
ヲ
御
サ
ガ
シ
候
ハ
。

手
前
ノ
御
物
ズ
キ
ヲ
御
立
候
ニ
テ
候
座
候
故
。
ソ
ノ
御
注
文
ニ
合
候
人
ハ

天
下
古
今
盡じん
未み
來らい
際ざい
マ
デ
無
之
物
ニ
候
。（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
中
二
二

）

徂
徠
は
宋
儒
の
よ
う
に
「
手
前
よ
り
注
文
を
出
し
」
と
い
う
行
爲
に
疑
問
を

持
っ
て
い
る
。
徂
徠
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
人
が
人
材
と
呼
ば
れ
る
の

か
と
い
う
明
確
な
基
準
が
存
在
し
な
い
。
自
分
の
基
準
で
相
手
を
判

す
る
こ
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と
は
で
き
な
い
。
徂
徠
は
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
時
モ
世
上

俗
ニ
染
不
申
候
人
ハ
疵
多
ク
御
座
候
間
。
疵
物
ニ
ナ
ラ
デ

ハ
人
才
ハ
ナ
キ
物
ト
被
思
召
。
疵
物
之
内
ニ
テ
御
ヱ
ラ
ビ
可
被
成
候
。（
中

略
）
疵
ナ
キ
人
ハ

原
カ
巧
言
令
色
カ
扨
ハ
庸
人
ト
可
被
思
召
候
。（『
徂

徠
先
生
答
問
書
』
中
二
三

）

「

原
」
の
よ
う
な

善
者
、「
巧
言
令
色
」
の
よ
う
な
媚
び
へ
つ
ら
う
人
、

凡
人
な
ど
世
間
一
般
の
基
準
（
ま
た
は
朱
子
學
の
基
準
）
で
判

す
る
と
「
疵

物
」
で
は
あ
る
が
、
あ
る
分
野
で
は
人
材
で
あ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
常
人
の
「
知
」
で
人
を
選
別
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
議
論

に
お
い
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
徂
徠
の
い
う
人
材
に
は
そ
も
そ
も
道

徳
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
徂
徠
は
更
に
比
喩
で
人
の
才
能
の

複

性
を
説
い
て
い
る
。

藥
ハ
皆
毒
ニ
テ
候
ヘ
共
。毒
ト
名
ヲ
付
不
申
候
事
ハ
長
所
ヲ
用
候
故
ニ
候
。

（
中
略
）疵
物
ト
申
進
候
ハ
、
今
世
ノ
習
俗
ヨ
リ
名
ヲ
付
候
テ
。
御
合
點
參

ヤ
ス
キ

ニ
申
進
タ
ル
ニ
而
御
座
候
。
其
實
ハ
天
地
ノ
間
ノ
物
何
ニ
ヨ
ラ

ズ
、
各
長
短
得
失
御
座
候
而
。
其
長
所
ヲ
用
候
時
ハ
天
下
ニ
棄
物
棄
才
ハ

無
御
座
候
ヘ
共
。
長
所
ヲ
御
存
知
不
被
成
候
故
。
短
處
ニ
バ
カ
リ
御
目
ツ

キ
申
候
テ
疵
物
ト
思
召
ル
ル
ニ
テ
候
。（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
中
二
四

）

右
に
よ
れ
ば
、
藥
に
は
み
な
毒
が
あ
る
。
し
か
し
、
藥
で
治
療
す
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
藥
の
效
果
（
よ
い
一
面
）
を
し
か
見
て
い
な
い
。
人
材
も
同

で

あ
る
。
ど
の
人
に
も
必
ず
短
所
が
あ
る
。
短
所
に
ば
か
り
注
目
し
て
し
ま
う
と

そ
の
人
の
長
所
が
見
え
な
く
な
る
。
適
所
適
才
と
い
う

點
で
そ
の
人
の
長
所

を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
徂
徠
は
「
人
ヲ
用
候
ニ
ハ
、
其
長
所
ヲ
取
テ

短
所
ニ
目
ヲ
付
不
申
候
事
聖
人
ノ
道
ニ
テ
御
座
候
」（『
徂
徠
先
生
答
問

書
』
二
五

）
と
述
べ
、
人
材
を
選
ぶ
と
き
、
そ
の
人
材
の
長
所
を
生
か
す
の
で
、

そ
の
人
の
短
所
に
目
を
付
け
る
必
要
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。言
い
換
え
れ
ば
、

朱
子
學
の
よ
う
に
ど
の
人
も
己
の
徳
を
聖
人
の
領
域
ま
で
極
め
る
必
要
が
な
い

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
人
の
長
所
を
見
分
け
る
こ
と
が
「
上
タ
ル
人
」
即
ち

人
君
の
「
知
」
で
あ
る
。

た
だ
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
朱
子
學
は
本
來
修
身
の
學
な
の
で
、

内
在
性
を
磨
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
徂
徠
學
は
本
來
政
治
學
と
も

い
え
る
ぐ
ら
い
實
用
性
を
重
視
し
、
内
在
性
を
疎
か
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
本

來
の
目
的
が
異
な
る
た
め
、
徂
徠
の
主
張
は
も
と
も
と
朱
子
學
と
平
行
線
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
材
登
用
に
當
た
っ
て
は
、
こ
ち
ら
側
の
主

的
見
解
で
、
こ
ち
ら
側
の
注

文
で
人
の
こ
と
を
予

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
徂
徠
は
主
張
し
て
い
る
。
徂

徠
が
朱
子
の
「
格
物
窮
理
」
説
を
批
判
す
る
理
由
は
ま
さ
に
こ
の
點
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
朱
子
學
で
は
自
己
の
主

を
絶
對
化
し
、
人
材
登
用
に
お
い
て
、

「
手
前
よ
り
注
文
を
出
し
」、
人
を
見
分
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は「
天

上
天
下
唯
我
獨
尊
」
に

っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
徂
徠
の
『
大
學
解
』
注
釋
の

目
的
は
最
初
か
ら
朱
子
の
哲
學
理
念
へ
の
批
判
に
は
な
く
、
朱
子
學
修
身
工
夫

の
非
現
實
性
を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
徂
徠
の
『
大
學
解
』
に
お
け
る
朱
子
學
批
判
に
つ
い
て

證
し
て
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み
た
。
徂
徠
の
『
大
學
』
注
釋
は
形
式
上
、
主
に
朱
子
「
大
學
章
句
」
を
批
判

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
徂
徠
は
「
大
學
」
を
「
學
宮
」
と
い

う
古
代
の
教
育
機
構
と
み
て
、「
明
明
徳
」
の
主
體
を
人
君
に
限
定
し
て
い
る
。

徂
徠
に
よ
れ
ば
、
人
君
は
自
ら
養
老
の
禮
を
學
宮
で
行
い
、
民
に
明
示
す
る
こ

と
で
、
民
を
親
愛
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
傳
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
君
は
孝
悌
と

い
う
徳
で
民
を
教
化
し
、
最
終
的
に
「
平
天
下
」
と
い
う
理
想
的
状
態
に
辿
り

着
く
。
更
に
、
徂
徠
は
朱
子
學
の
八
條
目
を
批
判
し
、
工
夫
は
「
格
物
」
の
一

條
し
か
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
徂
徠
の
い
う
「
格
物
」
は
先
王
の
教
が
記
載

さ
れ
た
六
經
を
學
び
、
禮

と
い
う
「
徳
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
更

に
、
人
君
に
は
「
知
」
の
能
力
を
有
し
、
先
王
の
徳
を
身
に
つ
け
る
人
材
を
見

分
け
て
適
所
適
才
に
登
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
朱
子
後
學
が
明

言
し
た
よ
う
に
、道
學
と
は
性
理
學
の
こ
と
を
い
う（
明
代

敬
軒『
讀
書
録
』）。

そ
れ
は
人
間
の
本
質
を
い
か
に
理
解
し
、
倫
理

を
創
造
す
る
こ
と
を
主
要
命

題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
徂
徠
の
『
大
學
』
注
釋
は
こ
の
性
理
學
に
完
全
に

れ
ず
、
國
家
統
治
、
更
に
精
確
に
言
え
ば
人
材
登
用
を
念
頭
に
朱
子
學
の
非

實
用
性
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
『
大
學
解
』
は
先
王
の
道

で
あ
る
「
禮

」
と
い
う
中
心
テ
ー
マ
で
『
中
庸
解
』、『
論
語
徴
』
と
連
動
し
、

獨
特
な
「
四
書
」
解
釋
を
展
開
し
て
い
る
。
議
論
の
内
容
も
、
實
行
の
主
體
と

實
現
の
方
法
論
も
朱
子
學
と
異
な
る
が
、
修
己
か
ら
治
國
平
天
下
へ
の
構
圖
は

朱
子
學
と
變
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う

ゆ
う
い
・
言
語
文
学
専
攻
）

注一

本
稿
に
お
け
る
「
大
學
章
句
」
の
原
文
は
『
四
書
章
句
集
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇

一
一
年
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

二

本
稿
に
お
け
る
『
大
學
解
』
の
原
文
は
『
日
本
名
家
四
書
注
釋
全
書
』
學
庸
部
（
東

洋
圖
書
刊
行
會
、
一
九
二
二
年
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

三

詳
し
く
は
『
大
學
解
』
第
八
頁
を
參
考
さ
れ
た
い
。（『
日
本
名
家
四
書
注
釋
全
書
』

學
庸
部
（
東
洋
圖
書
刊
行
會
、
一
九
二
二
年
）。

四

本
稿
に
お
け
る
『
辨
道
』
の
原
文
は
『
日
本
思
想
大
系
・
荻
生
徂
徠
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
七
年
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
書
き
下
し
文
は
筆
者
の
理
解
で
部
分
的
に

修
正
し
て
い
る
。

五

前
田
勉
「
荻
生
徂
徠
｜

古
文
辭
學
の
認
識
論
」、『
江
戸
儒
學：

『
大
學
』
受
容
の

歴
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）
第
一
三
五
頁
。

六

『
禮
記
』
文
王
世
子
に
「
凡
祭
與
養
老
乞
言
合
語
之
禮
、
皆
小

正
詔
之
於
東
序
」

と
あ
る
。
鄭
玄
の
注
に「
養
老
乞
言
、
養
老
人
之
賢
者
、
因

乞
善
言
可
行
者
也
」

と
あ
る
。

七

前
田
勉
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、「
學
記
篇
」
に
『
大
學
』
の
解
釋
を
求
め
る
徂
徠
は

武
内
義
雄
氏
の
紹
介
す
る
清
儒
陳

（
一
八
一
〇
〜
一
九
九
二
）
よ
り
も
早
い
と

指
摘
し
て
い
る
。『
江
戸
儒
學：

『
大
學
』受
容
の
歴
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八

八
年
）
第
一
三
七
頁
。

八

『
新
釋
漢
文
大
系
・
大
學
中
庸
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）
第
四
〇
頁
の
解
説

を
參
考
に
し
て
い
る
。

九

徂
徠
は
「
文
王
世
子
」
か
ら
「
行
一
物
而
三
善
皆
得
者
、
唯
世
子
而
已
」
の
一
節
、

「
祭
義
」
か
ら
「
食
三
老
五
更
於
大
學
、
天
子

而
割
牲
」
の
一
節
を
引
い
て
い
る
。

一
〇

『
中
庸
解
』
の
原
文
は
『
日
本
名
家
四
書
注
釋
全
書
』
學
庸
部
（
東
洋
圖
書
刊
行
會
、

一
九
二
二
年
）
か
ら
引
用
し
、
筆
者
が
書
き
下
し
て
い
る
。

一
一

同
注
七
。

一
二

前
田
勉
は
徂
徠
の
こ
の
理
念
を
「
一
種
の
政
治
演
技
」
と
評
し
て
い
る
。「
荻
生
徂
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徠
｜

古
文
辭
學
の
認
識
論
」、『
江
戸
儒
學：

『
大
學
』
受
容
の
歴
史
』（
思
文
閣

出
版
、
一
九
八
八
年
）
第
一
五
四
頁
。

一
三

田
尻
祐
一
郎
『
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
十
五

荻
生
徂
徠
』
第
一
四
三
頁
（
明
徳

出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

一
四

『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）
第
一

「
學
問
論
集
」、
第
四

八
〇
頁

一
五

「
先
王
」
と
「
道
」
の
關
係
に
つ
い
て
、
田
原
嗣
郎
『
徂
徠
學
の
世
界
』（
東
京
大

學
出
版
會
、
一
九
九
一
年
）
第
二
章
「
道
が
制
作
さ
れ
る
環
境
」
を
參
考
さ
れ
た

い
。

一
六

實
際
、
武
内
義
雄
と
赤
塚
忠
兩
氏
は
古
注
が
よ
り
經
文
本
來
の
意
に
近
い
と
評
し

て
い
る
。
武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
と
『
新

釋
漢
文
大
系
・
大
學
中
庸
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）

一
七

徂
徠
は
「
中
庸
」
を
遠
く
ゆ
き
、
高
く
登
る
た
め
の
基
礎
と
み
な
し
、「
中
庸
」
を

「
孝
悌
」
と
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
拙
作
「
荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』
に
お
け
る
「
誠
」

に
つ
い
て
」『
中
國
哲
學
』
第
四
十
三
號
（
北
海
道
中
国
哲
學
會
、
二
〇
一
五
年
）

を
參
考
さ
れ
た
い
。

一
八

同
注
十
二
、
第
一
四
二
頁
。

一
九

『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一

「
學
問
論
集
」（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）
第
四

五
六
頁
。

二
〇

詳
し
く
は
田
尻
祐
一
郎『
荻
生
徂
徠
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）「
第
五
章
、

德
川
體
制
改
革
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。。

二
一

徂
徠
の
「
疵
物
論
」
に
つ
い
て
は
、
田
原
嗣
郎
『
徂
徠
學
の
世
界
』
第
五
章
に
お

い
て
詳
し
く

證
し
て
い
る
。

二
二

『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一

「
學
問
論
集
」（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
第
四

四
二
頁
。

二
三

『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一

「
學
問
論
集
」（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
第
四

四
四
頁
。

二
四

『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一

「
學
問
論
集
」（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
第
四

四
五
頁
。

二
五

『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一

「
學
問
論
集
」（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）
第
四

四
五
頁
。
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